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７月中に誕生日を迎える方を募集します。
大切な方の誕生日のお祝いを広報いびがわにお手伝いさせてください。大切な方の誕生日のお祝いを広報いびがわにお手伝いさせてください。
顔写真と、メッセージをつけて、掲載します。顔写真と、メッセージをつけて、掲載します。年齢は問いません。お子さん年齢は問いません。お子さん
からお年寄りまで大歓迎！からお年寄りまで大歓迎！

申込方法申込方法
左の二次元コードからアクセス左の二次元コードからアクセス
して専用フォームからお申し込して専用フォームからお申し込
みください。みください。

掲載例

〇歳の誕生日
おめでとう！
大好きだよ！

〇〇〇ちゃん

ハッピーバースデーコーナー！

7月生まれの締め切りは、
5月25日（月）です。（先着6人）

３月末　旧名鉄谷汲駅にて桜が満開になりました。
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令和６年度 決算 連結財務書類の概要

住民一人当たりの貸借対照表（令和7年3月31日現在人口18,549人）　（家計に例えて説明）

（億円）

Ｒ５ Ｒ６
前年度末純資産残高 681 596
純行政コスト △ 215 △ 222
財源 197 202

税収等 133 135
国県補助金 64 67

その他の項目 △ 67 △ 0
本年度末純資産残高 596 576

純資産変動計算書とは、貸借対照表の純資産が１年
間でどのように変動したかを表した財務書類です。

（万円）
R5 R6

■ 資　産
①有形固定資産 409 404
②投資等 27 26
③流動資産 47 46

（万円）
R5 R6

■ 負　債 169 166

■ 純資産 314 310

■ 資　産 （億円）
R5 R6

①有形固定資産 776 750
［学校、道路、橋、町の施設など］

②投資等 52 49
［基金（固定的なもの）、出資金など］

③流動資産 88 85
［現金預金、未収金など］

資産合計 916 884

■ 負　債 （億円）
R5 R6

①固定負債 292 280
②流動負債 28 28
負債合計 320 308

■ 純資産
純資産合計 596 576

負債純資産合計 916 884

今までに、学校、道路
などを建設するため
の財源として町が借
金しているお金や、町
の職員全員が年度末
に退職したと仮定し
た場合の退職金相当
額などです。

学校、道路などの建
設に使われたお金の
総額です。道路や建
物は減価償却をして
います。

町が借金しているお
金の翌年度の返済予
定額などです。

関係団体への出資金
や基金などで蓄えて
いるお金です。

学校、道路などを建設
するために使った国
や県の補助金や税金
などです。

住宅・土地などの資産
から住宅ローンなどの
負債を引いた残額

現金で持っているも
ののほか、必要時に
すぐ現金化できる基
金、町税などでまだ
収納されていないお
金です。

①住宅・土地
②定期預金・株式
③普通預金・現金

揖斐川町では、住民の皆さんに分かりやすく財政状況に関する情報を提供するため、民間企業会計
の手法を取り入れた「新地方公会計制度」に基づく連結財務書類を作成しました。

連結財務書類とは、連結貸借対照表、連結行政コスト計算書、連結純資産変動計算書のことで、町
（一般会計等、公営事業会計）のみならず、町が設立した第三セクターや加入している一部事務組合等
の財務書類を連結ベースで把握することで、町の全体的な財務実態を見ることができます。連結財務
書類を作成することで、透明性の向上や説明責任が履行されるとともに、資産・債務の適切な管理を
行うことが可能となります。

貸 借 対 照 表 （令和７年3月31日現在）

純 資 産 変 動 計 算 書
（令和6年4月1日～令和7年3月31日）

貸方〔資金の調達〕
資金をどこから調達したか

借方〔資金の使途〕
資金を何に使ったか

今月の
特集 1

住宅ローン残高
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住民一人あたりの行政コスト計算書
（令和6年4月1日～令和7年3月31日）

連 

結 

対 

象
（ 

連 

結 

財 

務 

書 

類 

）

揖
斐
川
町
全
体

■ 一般会計等

〇 一般会計
〇 杉原地域土地取得等特別会計
〇 徳山ダム上流域公有地化特別会計

■ 公営事業会計

■ 企業会計
　〇 水道事業会計
　〇 下水道事業会計
■ 特別会計
　〇 国民健康保険特別会計
　〇 後期高齢者医療特別会計
　〇 国民健康保険直診勘定特別会計
　〇 小水力発電事業特別会計
　〇 企業用地造成事業特別会計

一
部
事
務
組
合
等

■ 一部事務組合
〇 揖斐郡消防組合
〇 西濃環境整備組合
〇 大垣衛生施設組合
〇 岐阜県市町村会館組合
〇 揖斐郡養基小学校養基保育所組合
〇 揖斐川水防事務組合
〇 岐阜県市町村職員退職手当組合
〇 樫原谷林野組合
〇 足打谷林野組合

■ 広域連合	
〇 揖斐広域連合
〇 岐阜県後期高齢者医療広域連合

（億円）

R5 R6

経常費用

１ 人にかかるコスト（人件費） 28 28

２ 物にかかるコスト（物件費等） 84 90
３ 移転支出的なコスト
　 （補助金・社会保障給付等）

108 110

４ その他のコスト（その他の業務費用） 4 3

経常費用合計 A 224 231

経常収益 B 9 10

純経常行政コスト C=A－B 215 221

臨時損失 D 1 1

臨時利益 E 1 0

純行政コスト C+D－E 215 222

（万円）

R5 R6
経常費用
１ 人にかかるコスト（人件費） 15 15
２ 物にかかるコスト（物件費等） 44 48
３ 移転支出的なコスト
　 （補助金・社会保障給付等）

57 59

４ その他のコスト（その他の業務費用） 2 2
経常費用合計 A 118 124
経常収益 B 5 5
純経常行政コスト C=A－B 113 119
臨時損失 D 0 1
臨時利益 E 0 0
純行政コスト C+D－E 113 120

行政コスト計算書とは、人的サービスや社会保障給付サービスなどに１年間で使った費用などを集計した財務
書類です。

行 政 コ ス ト 計 算 書  （令和6年4月1日～令和7年3月31日）

連 結 を 構 成 す る 会 計 ・ 団 体  一 覧

令和 6 年度決算 連結財務書類の概要
今月の
特集 1
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今月の
特集２

揖斐川町の子育て施策について

№ 制度名 事業内容 担当課

１ 妊婦のための支援給付 妊娠認定後５万円、妊娠している子どもの人数
に応じて一人あたり５万円を給付 保健センター

２ 妊婦健診
14回分の診察料を公費負担
（上限あり）
※多胎児妊婦には19回分

保健センター

３ 産婦健診 ２回分の診察料を公費負担
（上限5,000円／回） 保健センター

４ 新生児聴覚検査費用助成 新生児聴覚検査の費用を一部助成
（上限3,000円） 保健センター

５ 乳幼児健診
１か月児健診費用を公費負担
（上限6,000円）
生後４か月～５歳まで５回健診を実施
知育絵本のプレゼント有（計３冊）

保健センター

６ 不妊治療 医療保険適用外の治療費助成
保険適用治療費の自己負担分に対する助成 保健センター

７ 子育てハンドブックの配布 町の子育てサービスをまとめたハンドブックを
配布（ホームページにも掲載） 子育て支援課

妊娠中 赤ちゃん誕生 生後１か月ごろまで 生後３～４か月 生後７～10か月 １歳ごろ １歳６か月ごろ ３歳ごろ ６歳

届 け 出

健 診

予 防 接 種

訪 問

教 室

集いの場所

児童手当・医療費など

揖斐川子育て支援センター

乳幼児相談

乳児健康診査

10か月児健康診査

１歳６か月児
健康診査

３歳児
健康診査

５歳児
健康診査

予防接種

妊婦・産婦・乳児・幼児訪問

離乳食教室 ２歳児教室 ５歳児教室

子育てに関する各種支援制度
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町では、「揖斐川町で子育てをしてよかった。」と思っていただけるように、子育てしやすい環境づくりに取り組んでおります。
一人でも多くの方に様々な種類の事業をお使いいただけたらと思い、今回は特集にてお知らせさせていただきます。

№ 制度名 事業内容 担当課

８ 第２子以降保育料無償化
第２子以降の保育料を無償化
（３歳未満児）※３歳児以上は国の制度に
より無償

子育て支援課

９ すこやかベビー祝金 出産子１人につき５万円を支給 子育て支援課

10 第２子以降出産祝金 町内在住で第２子以降の子の出産に対し
て10万円を支給 子育て支援課

11 医療費無償 対象：18歳未満の子ども/母子・父子家庭
の親/重度心身障がい者 住民生活課

12 新入学応援お祝い金 小中学校への入学時に各３万円（地域振興
券）を支給 学校教育課

13 育みサポートおむつ宅配便
１歳６か月までに５回、おむつ等ベビー用
品（5,000円分/回）の宅配を兼ねて、見守り
支援員が産後の家庭を訪問

保健センター

14 パパママ教室 産前～産後まで出産後の過ごし方、骨盤ケ
アなどについて 保健センター

15 任意予防接種費用助成 任意接種（おたふくかぜ・妊婦と子供のイ
ンフルエンザ）一部助成 保健センター

妊娠中 赤ちゃん誕生 生後１か月ごろまで 生後３～４か月 生後７～10か月 １歳ごろ １歳６か月ごろ ３歳ごろ ６歳

届 け 出

健 診

予 防 接 種

訪 問

教 室

集いの場所

妊娠届 出生届

母子健康手帳 児童手当・医療費など

揖斐川子育て支援センター

乳幼児相談

妊婦歯科健康診査 新生児聴覚検査助成事業 乳児健康診査

妊婦健康診査 産婦健康診査 1か月児健康診査

予防接種

妊婦・産婦・乳児・幼児訪問

パパ・ママ教室

妊婦の予防接種

母子保健事業の流れ
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２
月
27
日（
金
）に
北
方
小
学
校
５
・
６
年

生
が
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
学
ん
で
い

る
北
方
踊
り
の
指
導
を
受
け
る
北
方
踊
り
保

存
会
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

北
方
小
学
校
で
は
、
総
合
的
な
学
習
の
一

環
で
、
５
・
６
年
生
が
北
方
小
学
校
区
の
各

地
区
の
祭
り
や
踊
り
の
歴
史
な
ど
を
学
び
、

北
方
踊
り
保
存
会
の
会
員
か
ら
、
横
笛
や
太

鼓
の
技
術
を
教
わ
っ
て
い
ま
す
。
学
習
の
成

果
と
し
て
、
北
方
神
社
の
祭
礼
や
北
方
小
学

校
運
動
会
、公
民
館
祭
り
で
５
年
生
が
横
笛
、

６
年
生
が
踊
り
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

会
で
は
、
一
年
間
の
学
習
の
ま
と
め
と
し

て
、
５
・
６
年
生
が
北
方
踊
り
を
披
露
し
た

後
、
保
存
会
の
皆
さ
ま
に
感
謝
の
手
紙
を
渡

し
ま
し
た
。

児
童
は
、
保
存
会
の
方
か
ら
「
祭
礼
や
運

動
会
、
公
民
館
祭
り
な
ど
で
、
児
童
の
皆
さ

ん
の
踊
り
を
見
て
、
地
域
の
方
々
も
喜
ん
で
い

る
。
地
域
に
伝
わ
る
伝
統
文
化
を
大
切
に
し

て
ほ
し
い
。」
と
激
励
の
言
葉
を
受
け
ま
し
た
。

３
月
９
日（
月
）か
ら
13
日（
金
）ま
で
の
５

日
間
、
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学（
教
育
学
部
・

人
文
学
部
）の
学
生
14
名
と
先
生
３
名
が
旧

春
日
中
学
校
体
育
館
で
公
文
書
整
理
を
行
い

ま
し
た
。

包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
同
大
学

と
令
和
５
年
か
ら
順
次
実
施
し
て
お
り
、
６

回
目
と
な
る
今
回
は
旧
春
日
村
の
文
書
が
中

心
で
、
坂
内
・
藤
橋
・
久
瀬
・
谷
汲
の
順
で

実
施
し
、
５
箇
所
目
で
す
。

学
生
か
ら
は
、「
行
政
の
働
き
や
業
務
内

容
を
学
べ
て
い
る
」「
揖
斐
川
町
を
知
り
、

町
内
観
光
施
設
に
私
的
に
行
く
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
」
な
ど
、
学
び
な
が
ら
楽
し
く

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

３
月
23
日（
月
）、
揖
斐
川
町
役
場
で
新
た

に
導
入
さ
れ
ま
し
た
消
防
車
３
台
の
配
置
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
台
目
は
、
日
本
消
防
協
会
よ
り
無
償
貸

与
さ
れ
ま
し
た
消
防
団
防
災
学
習
・
災
害
活

動
車
で
す
。
災
害
現
場
へ
の
人
員
搬
送
や
、

災
害
指
揮
車
、
応
急
救
護
車
両
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
の
活
躍
が
期
待
で
き
ま
す
。

２
台
目
は
、
総
務
省
消
防
庁
よ
り
無
償
貸

与
さ
れ
ま
し
た
救
助
用
資
機
材
・
小
型
動
力

ポ
ン
プ
積
載
多
機
能
車
で
す
。
救
助
用
資
機

材
も
搭
載
さ
れ
た
車
両
で
、
消
火
活
動
だ
け

で
な
く
、
大
規
模
災
害
な
ど
の
救
助
現
場
で

の
活
躍
が
期
待
で
き
ま
す
。

３
台
目
は
、
総
務
省
消
防
庁
よ
り
無
償
貸

与
さ
れ
ま
し
た
救
助
用
資
機
材
搭
載
型
オ
フ

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
で
す
。
小
型
の
消
火
器
、斧
、

鋸
が
搭
載
さ
れ
、
車
両
が
通
行
で
き
な
い
現

場
に
も
駆
け
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
山
間
部

で
の
孤
立
対
策
と
し
て
の
活
躍
が
期
待
で
き

ま
す
。
岐
阜
県
下
で
初
め
て
総
務
省
消
防
庁

よ
り
無
償
貸
与
さ
れ
ま
し
た
。

野
原
消
防

団
長
は
「
多
種

多
様
な
災
害

に
備
え
、
町
民

の
安
全
・
安
心

に
役
立
て
た

い
」
と
意
気
込

み
を
語
り
ま

し
た
。

3
月
23
日（
月
）、
揖
斐
川
町
役
場
で
「
令

和
７
年
度　

中
学
生
・
高
校
生
海
外
派
遣
事

業　

報
告
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
報
告
会

で
は
、
1
月
15
日（
木
）か
ら
1
月
23
日（
金
）

に
、
ア
メ
リ
カ
を
訪
れ
た
町
内
の
中
学
生
・

高
校
生
21
名
が
町
長
、
教
育
関
係
者
、
保
護

者
ら
に
向
け
て
研
修
で
の
経
験
を
発
表
し
ま

し
た
。
本
年
度
は
、
現
地
で
の
活
動
の
様
子

を
観
覧
者
に
よ
り
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た

め
、
生
徒
が
編
集
し
た
動
画
を
流
す
な
ど
工

夫
し
ま
し
た
。

生
徒
達
は
、
異
な
る
生
活
・
文
化
・
歴
史
・

社
会
・
価
値
観
な
ど
を
学
ぶ
と
同
時
に
、
日

本
や
揖
斐
川
町
の
素
晴
ら
し
さ
を
現
地
の
学

生
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
伝
え
、
友
好
関

係
を
よ
り
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
話
し
ま

し
た
。
ま
た
、
本
研
修
で
得
た
積
極
性
、
感

謝
、
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
も
っ
て
、
地
域

や
学
校
に
よ
り
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

派
遣
団
の
研
修
報
告
は
、
５
月
開
催
の
揖

斐
川
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
総
会
で
も
行

う
予
定
で
す
。

▲配置式の様子

▲セントジョージ市での経験を
発表する生徒

▲保存会の方から教わる児童

▲大学生が公文書をひとつずつ確認します

～
北
方
踊
り
保
存
会
へ
の
感
謝
の
会
～

北
方
小
学
校

～
大
学
生
連
携
事
業
～

公
文
書
整
理
を
行
い
ま
し
た

揖
斐
川
町
消
防
団

新
消
防
車
配
置
式

令
和
７
年
度　

中
学
生
・
高
校
生

海
外
派
遣
事
業
報
告
会
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国
民
参
政
１
３
５
周
年
・
普
通
選
挙

１
０
０
周
年
・
婦
人
参
政
80
周
年
と
い
う
節

目
に
あ
た
り
、
選
挙
関
係
功
労
者
に
対
す
る

表
彰
が
行
わ
れ
、
３
月
10
日（
火
）、
岐
阜
県

庁
に
て
、
小こ

寺で
ら

助す
け

次じ

さ
ん
に
総
務
大
臣
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

小
寺
さ
ん
は
、
平
成
21
年
か
ら
令
和
７
年

ま
で
揖
斐
川
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
を
務

め
ら
れ
、
多
年
に
わ
た
り
、
選
挙
の
公
正
な

管
理
執
行
お
よ
び
選
挙
啓
発
事
務
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
消
防
感
謝
祭
・
辞
令
交
付
式

▲小寺助次さん

３
月
29
日（
日
）、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は

な
も
も
で
、
令
和
８
年
揖
斐
川
町
消
防
感
謝

祭
・
辞
令
交
付
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
消
防
団
員
と
関
係
者
約

５
０
０
人
が
集
ま
り
、
分
列
行
進
や
観
閲
、

機
械
器
具
点
検
が
披
露
さ
れ
る
な
ど
、
防
火

防
災
へ
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。今

年
度
は
、
40
人
が
新
し
く
消
防
団
に
加

わ
り
、
41
人
が
退
団
、
42
人
が
昇
任
し
ま
し

た
。な

お
、
表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
皆
さ
ん
で

す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

▲分列行進・観閲の様子

選
挙
関
係
功
労
者
に
総
務
大
臣

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

◆消防庁長官表彰
　◇永年勤続章…………………… １人
　　分 団 長　　竹嶋　久善（大和）
◆日本消防協会会長表彰
　◇勤続章………………………… １人
　　分 団 長　　竹嶋　久善（大和）
◆岐阜県知事表彰
　◇永年勤続功労章……………… １人
　　部 　 長　　仲野　靖彦（美束）
　◇勤続功労章…………………… ２人
　　班　  長　　杉山　　茂（久瀬）
　　団　　員　　新川　育弘（美束）
　◇功労章………………………… 11人
　　副分団長　　野原　英嗣（六合）
　　部 　 長　　藤本　佳彦（中央）
　　部 　 長　　野田文太郎（坂下）
　　部 　 長　　古野　増男（横蔵）
　　団　　員　　林　　明輝（六合）
　　団　　員　　安藤　義満（小津）
　　団　　員　　山本　義宏（小津）
　　団　　員　　神原　誠司（本部員）
　　団　　員　　成瀬　岳樹（本部員）
　　団　　員　　衣斐　勇人（本部員）
　　団　　員　　髙野　謙也（本部員）
　◇消防団員優秀家族賞………… ４人

◆岐阜県消防協会長表彰
　◇勤労章【20年】… …………… 21人
　　副 団 長　　亀井　　明（本部）
　　分 団 長　　渡邊　真司（北方）
　　分 団 長　　若原雄一朗（清水）
　　副分団長　　國枝　利博（坂下）
　　副分団長　　平田　誠二（藤橋）
　　部　　長　　藤田　慎弥（小島）
　　部　　長　　加藤慎之助（中央）
　　班　　長　　藤原　　格（中央）
　　班　　長　　髙橋　祐馬（久瀬）
　　班　　長　　矢野　将人（久瀬南部）
　　団　　員　　國枝　誠樹（坂上）
　　団　　員　　中村　　剛（六合）
　　団　　員　　林　　明輝（六合）
　　団　　員　　高橋　義久（久瀬）
　　団　　員　　安藤　義満（小津）
　　団　　員　　山本　義宏（小津）
　　団　　員　　小森　陽治（本部員）
　　団　　員　　神原　誠司（本部員）
　　団　　員　　成瀬　岳樹（本部員）
　　団　　員　　衣斐　勇人（本部員）
　　団　　員　　高野　謙也（本部員）
◇勤労章【15年】… ……………… 12人
◇功績章 … ……………………… 14人
◆揖斐郡消防協会長表彰
　◇功労章………………………… 15人

　　分 団 長　　高橋謙太郎（小津）
　　副分団長　　五十川祐太（小津）
　　部　　長　　浅野　靖敏（清水）
　　班　　長　　末永　　進（大和）
　　班　　長　　小野　悟史（𦙾永）
　　班　　長　　山﨑　大輔（𦙾永）
　　班　　長　　青木　芳教（徳積）
　　班　　長　　山本　真也（坂上）
　　班　　長　　長屋　建志（小津）
　　班　　長　　小森　龍二（小津）
　　班　　長　　長屋　辰則（小津）
　　団　　員　　竹中　紀貴（大深）
　　団　　員　　山本　恭生（坂上）
　　団　　員　　伊藤　健吾（坂下）
　　団　　員　　牧村　健人（本部員）
　◇勤労章………………………… 13人
　◇功績章………………………… 20人
◆町長表彰
　◇町長特別功労章……………… ６人
　　部　　長　　森本　大介（北方）
　　班　　長　　髙橋　明宏（𦙾永）
　　班　　長　　澤　　英和（𦙾永）
　　班　　長　　森　　健利（六合）
　　班　　長　　森　　専正（久瀬南部）
　　団　　員　　磯川　仁哉（横蔵）
　◇功労章………………………… ７人
◆団長表彰………………………… 18人
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ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
激
励
会

　

３
月
18
日（
水
）、
フ
ィ
ッ
ト
イ
ー
ジ
ー
株

式
会
社（
岐
阜
市
）か
ら
、
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
に
よ
り
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
開
催
事
業
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

大
会
に
出
場
さ
れ
る
方
の
激
励
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

❖�JOCジュニアオリンピック 第45回
全国高等学校空手道選抜大会　出場
　済美高等学校 空手道部 所属
　江

え

口
ぐち

　颯
さつ

希
き

さん（１年）

❖�第50回全国高等学校選抜フェンシング
記念大会　出場
　�大垣南高等学校 フェンシング部 
所属
　久

く

保
ぼ

田
た

　竹
たけ

男
お

さん（２年）

❖�第49回全国高等学校ハンドボール
選抜大会　出場
　�岐阜商業高等学校 
　女子ハンドボール部 所属
　増

ます

田
だ

　ここ南
な

さん（２年）

「
館
収
蔵
品
展
・
岐
阜
県
文
化
財
保
護

セ
ン
タ
ー
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

連
携
企
画
展 

塚
奥
山
遺
跡
」
開
催

　

館
収
蔵
の
絵
画
や
軸
を
展
示
す
る
「
館
収

蔵
品
展
」
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
県
文
化

財
保
護
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
企
画
と
し
て
、

塚つ
か

奥お
く

山や
ま

遺い

跡せ
き（
徳
山
）を
紹
介
し
ま
す
。
お
誘

い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

■
期　

間　
５
月
16
日（
土
）～
６
月
28
日（
日
）

■
会　

場　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　
　

第
一
展
示
室

■
料　

金　

高
校
生
以
上
１
１
０
円

　
　
　
　
　

小
中
学
生
50
円

■
休
館
日　

毎
週
月
曜
日

古
文
書
解
読
講
座
開
催

　

崩
し
字
の
成
り
立
ち
か
ら
説
き
起
こ
し
、

そ
の
古
文
書
の
書
か
れ
た
歴
史
背
景
ま
で
を

理
解
し
な
が
ら
、
初
心
者
で
も
基
本
的
な
崩

し
字
が
読
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
古
文
書

解
読
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

興
味
が
あ
る
方
は
当
館
ま
で
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

■
期　

間　

�

５
月
か
ら
10
月
の
毎
月
第
一
土

曜
日
。
た
だ
し
、
５
月
は
９
日

（
土
）。（
全
６
回
）

■
時　

間　

14
時
～
16
時

■
講　

師　

田た

中な
か　

豊ゆ
た
か 

氏

■
会　

場　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館　

　
　
　
　
　

研
修
棟

■
参
加
費　

無
料（
別
途
資
料
代
）

問
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

　

℡
２
２

－

５
３
７
３

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

有

料

広

告

欄

　

３
月
３
日（
火
）、
だ
い
し
ん
緑
化
文
化
振

興
財
団（
大
垣
西
濃
信
用
金
庫
）か
ら
大
和
小

学
校
・
北
方
小
学
校
の
２
校
へ
、
児
童
用
図

書（
計
20
万
円
相
当
）が
寄
贈
さ
れ
、
財
団
理

事
長
の
栗く
り

田た

順ま
さ

公ひ
ろ

様
か
ら
岡
部
町
長
へ
目

録
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。　

　

寄
贈
い
た
だ
い
た
児
童
用
図
書
は
、
両
小

学
校
の
図
書
館
に
配
架
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち

へ
と
貸
し
出
し
た
り
、
授
業
で
の
調
べ
学
習

に
使
用
し
た
り
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 あ

た
た
か
い
善
意

▲寄附金贈呈式の様子
　フィットイージー株式会社
　中森取締役副社長（右）

▲岡部町長へ目録を手渡す栗田理事長（右）
　手前は寄贈された図書の一部

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
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ノルディック・ウォーキングノルディック・ウォーキング体験会
　スポーツ推進委員会では、ノルディック・ウォーキングの普及を目的とし、町民の皆さまへスポーツ
に触れ合う機会を提供するため、体験会を開催します。初めての方や正しいスタイルを学びたい方、み
んなで歩きたい方、ぜひ体験会にご参加ください。

◇ノルディック・ウォーキングとは・・・
　通常、歩くのは主に下半身を使い上半身はほとんど使いませんが、北欧フィンランド発祥のノル
ディック・ウォーキングは、専用のポールを用いて上半身も使って歩くことができる全身運動です。誰
でも簡単に始めることができる、運動効果の高いウォーキングです。

◇体験会　募集要項
日　　時　５月24日（日）　※小雨決行　9:00 ～ 12:00（受付 8:30～）
集合場所　春日高齢者コミュニティセンター（揖斐川町春日美束2675-2）
定　　員　30名
対 象 者　中学生以上の健康な方
コ ー ス　�約３．０km   春日高齢者コミュニティセンター →（春日薬草街道） →　
　　　　　六社神社（種本） → 春日高齢者コミュニティセンター　
参 加 費　無料
道　　具　ポールは貸し出しできます。（ポールをお持ちの方は持参してください。）
持ち物等　歩きやすい服装・靴、帽子、タオル、飲み物（スポーツドリンク推奨）
申込方法　①右の二次元コードから申込
　　　　　②揖斐川健康広場、揖斐川町役場3階社会教育課の各窓口、お電話で申込
申込締切　５月15日（金）　〔定員になり次第締め切ります〕
注意事項　・体験会の安全・円滑な実施のため、必ず「スタッフ」の指示に従ってください。
　　　　　・�体験会中、スタッフの指示や注意に従っていただけない等、会の実施に支障をきたすと

判断した場合、当日および以後の体験会参加をお断りさせていただきますので、ご了承
ください。

問 揖斐川健康広場　℡21-3100（火～日曜日 8：30～17：15）※月曜休館

▲申込はこちら

毎月第３日曜日は家庭の日　毎月第３日曜日は家庭の日　－家庭で楽しい時間を過ごしましょう－家庭で楽しい時間を過ごしましょう－－
揖斐川町青少年育成町民会議　家庭部会

公 務 員 合 同 説 明 会 案 内

※都合により内容の変更をする場合があります。
問 自衛隊岐阜地方協力本部　大垣地域事務所　℡0584-73-1150

日　時 ６月６日（土）　13:00 ～ 16:00（受付12:00 ～）
内　容 各参加団体から順番に説明を実施します。説明終了後に各団体で個別相談会を実施します。
場　所 岐阜県大垣市林町５－１８　光和ビル　４階会議室（大垣駅北口から徒歩１分）
参加団体
（予定） 自衛隊大垣地域事務所、大垣警察署、大垣市役所、大垣消防組合、岐阜県庁（資料設置のみ）



2026. 5  Public Information IBIGAWA 10

「こどもの読書週間特別展示」「こどもの読書週間特別展示」

～５月の行事・休館日～～５月の行事・休館日～
揖斐川町立図書館（いびがわ・谷汲図書館）
代表連絡先：いびがわ図書館（揖斐川町上南方 27-9）
　　　　　　電話 : 22-0219 ファックス : 22-0999
E - m a i l：tosho@town.ibigawa.lg.jp
休 館 日：毎週月曜日
　　　　　　図書整理日（5 月 22 日）
　　　　　　※�ゴールデンウィークに伴う休館日
　　　　　　　（5 月 5 日）

いびがわ図書館、谷汲図書館で所蔵している本は
２館のどちらからでも借りることができます。

おはなし会
【いびがわ図書館】
▶日時　5月 ２日（土）10:30～ おはなしの会　まど
	 5月16日（土）10:30～ おはなしたまご
	 5月23日（土）10:30～ おはなしポケットいび

【大人のためのおはなし会】
▶日時　5月 ６日（水）10:00～ おはなしポケットいび

KAPLA検定にちょうせん！
きめられた作品を作って、９級から２段までの検定
にちょうせんしよう！
▶日時　5月 ９日（土） 13:00 ～
	 5月23日（土） 13:00 ～

　「こどもの読書週間」にあわせて、図書館員おすすめの絵
本や児童書をたくさんそろえてお待ちしております。
　大型連休、親子で本を読んでゆっくり過ごしてみませんか。

期　間：４月23日（木）～５月12日（火）
場　所：いびがわ図書館・谷汲図書館

一般書 絵本・児童書

今月のおすすめ～新着図書紹介～今月のおすすめ～新着図書紹介～

ミッフィーちゃんの作者・ブルーナさんに会いに
行ったユトレヒト、美しすぎた夏の富良野、大感動＆
大好きなバリ…。単行本未収録のさくらももこの旅
エッセイ、全11編を収録。

影のように生きる青年・五十嵐遼馬を変えたのは、
ボクシングだった。寡黙な青年は拳を交わし、生きた
会話の喜びに目覚めていく。やがて立ちはだかるのは、
悪霊に憑かれた異国のチャンプで…。

幼少期に失明するも、学問を志し、やがて「群書類
従」の編纂という大事業に取り掛かった塙保己一。学
者として輝かしい経歴を築いていくが、傍らに常に
あったのは、目明きらとのすれ違いで…。

●�たびたび 

●�拳の声が聞こえるか

●�見えるか保己一

働き者ばかりの村で仕事がないのは、犬のヴォルフ
ガングだけ。そこで、飼い主のおばあさんはミルク売
りをすることに。ヴォルフガングに荷車をひいてもら
うのだが…。シンプルなイラストとユーモラスなお話
がマッチした絵本。

国際的な医療・人道援助団体「国境なき医師団」に
所属する医師が、国境なき医師団が行っている活動、
自身のこれまでの歩み、日本に住む人が世界の人たち
に目を向けることの大切さなどを語る。

●それいけ、ヴォルフガング!

●それでも希望は失わない!

ヴァージニア・カール 作・絵

京都で猫の国際会議がはじまった。世界中から集
まった猫たちは、「大好きな人間たちのために、どろ
ぼう猫ができることはなにか？」を話しあい…。「ど
ろぼう猫」シリーズ第５弾。

●どろぼう猫の宇宙会議
小手鞠 るい 作、早川 世詩男 絵

中嶋 優子 著

さくら ももこ 著

岩井 圭也 著

蟬谷 めぐ実 著
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伝
統
を
刻
み
、
未
来
を
拓
く

�

― 

揖
斐
川
中
学
校
の「
道
」
―

３
月
６
日
、
第
66
回
卒
業
証
書
授
与
式
を

行
い
、
88
名
の
卒
業
生
が
学
び
舎
を
巣
立
っ

て
い
き
ま
し
た
。
令
和
７
年
度
前
期
生
徒
会

長（
棚
橋
慶
士
さ
ん
）、
後
期
生
徒
会
長（
田

宮
花
音
さ
ん
）が
揖
斐
川
中
学
校
の
紹
介
を

し
ま
し
た
。

【
前
期
】
学
年
の
壁
を
越
え
た
「
団
結
の
輪
」

生
徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た
「
道 
〜

切
り
拓
く
・
共
に
歩
む
〜
」
に
は
、
一
人
一

人
が
自
分
の
役
割
を
自
覚
し
、
仲
間
と
手
を

取
り
合
っ
て
新
し
い
可
能
性
を
切
り
拓
い
て

い
こ
う
と
い
う
強
い
決
意
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
想
い
を
全
校
に
浸
透
さ
せ
る
た

め
、
特
に
「
学
年
を
越
え
た
つ
な
が
り
」
を

重
視
し
た
活
動
に
注
力
し
ま
し
た
。
そ
の
象

徴
と
な
っ
た
の
が
、
今
年
度
の
体
育
大
会
の

新
種
目
「
い
び
が
輪
バ
レ
ー
」
で
す
。

異
学
年
混
合
チ
ー
ム
で
円
陣
を
組
ん
で
行

う
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
す
が
、
作
戦
会
議
で
は

上
級
生
が
下
級
生
に
優
し
く
コ
ツ
を
教
え
、

下
級
生
は
そ
れ

に
応
え
よ
う
と

必
死
に
ボ
ー
ル

を
追
う
と
い
っ

た「
共
に
歩
む
」

姿
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
大
会

を
機
に
、
自
分

た
ち
の
手
で
つ

く
り
上
げ
た

「
縦
の
絆
」
が
学
校
の
大
き
な
強
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

【
後
期
】
宝
物
の
よ
う
な
伝
統
を
、
社
会
へ
、

未
来
へ

前
期
に
復
活
し
た
「
全
校
合
唱
」
の
歌
声

を
引
き
継
ぎ
、
後
期
で
は
そ
の
伝
統
を
さ
ら

に
深
め
る
活
動
が
進
ん
で
い
ま
す
。
特
に
２

年
生
の
「
合
唱
向
上
部
」
を
中
心
に
、「
伝

統
を
確
か
め
合
う
会
」
に
向
け
て
全
校
生
徒

が
一
体
と
な
っ
て
練
習
に
励
む
姿
は
、
今
の

本
校
の
誇
り
で
す
。
自
分
た
ち
の
手
で
よ
い

も
の
を
つ
く
り
、
残
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿

勢
は
、
ま
さ
に
「
宝
」
と
言
え
ま
す
。

ま
た
、
生
徒
会
執
行
部
か
ら
の
提
案
で
、

「
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
を
回
収
し
、
水
質
浄
化

剤
に
役
立
て
る
」
と
い
う
社
会
貢
献
活
動
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
驚
い
た
の
は
仲
間

の
意
識
の
高
さ
で
す
。
呼
び
か
け
に
対
し
、

２
１
６
１
個
の
カ
イ
ロ
が
集
ま
り
ま
し
た
。

「
誰
か
の
た
め
に
、
自
分
に
で
き
る
こ
と

は
な
い
か
」
と
自
発
的
に
行
動
で
き
る
仲
間

が
い
る
こ
と
。
こ

の
温
か
な
気
持
ち

が
、
揖
斐
川
中
学

校
の
未
来
を
照
ら

す
財
産
に
な
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
築
い
て

き
た
こ
の
「
道
」

を
、
こ
れ
か
ら
も

大
切
に
つ
な
い
で

い
き
た
い
で
す
。

授
業
改
革
に
挑
戦
す
る
北
和
中
学
校

本
校
で
は
令
和
７
年
度
か
ら
、「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
向
け
て
、

教
師
主
導
の
一
斉
授
業
か
ら
脱
却
し
、「
生

徒
主
体
の
探
究
と
協
働
的
な
学
び
」
に
向
け

た
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

１ 

聴
き
合
い
、
学
び
合
い
を
目
指
す
授
業

日
々
の
「
学
び
」
を
学
校
経
営
の
中
心
に

据
え
、
授
業
改
革
に
着
手
し
ま
し
た
。「
分

か
ら
な
い
」
を
出
発
点
と
し
て
、
協
働
的
な

学
び
合
い
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
よ
う
や

く
教
師
主
導
の
授
業
プ
ラ
ン
か
ら
生
徒
主
体

の
授
業
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
意
味
を
、
生
徒
と

と
も
に
理
解
で
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
生
徒
た

ち
の
学
び
の
変
容
に
触
れ
な
が
ら
、
教
師
も

授
業
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。　
　

２ 

未
来
社
会
に
必
要
な
能
力
の
育
成

今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
「
個
別
最
適
な
学

び
」
と
「
協
働
的
な
学
び
」
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
未
来
社
会
を
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く

生
徒
の
育
成
に

向
け
て
、
授
業

で
の
学
び
方
を

小
中
で
も
連
携

し
て
取
り
組
ん

で
い
け
る
と
、

「
中
一
ギ
ャ
ッ

プ
」
の
軽
減
に

も
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
。
①
場
所
や
集
団
に
関
係
な
く　

②
個
人
課
題
と
選
択
を
も
と
に　

③
自
分
の

目
標
に
向
か
っ
て　

④
自
分
の
ペ
ー
ス
で　

⑤
仲
間
と
協
力
し
な
が
ら　

⑥
自
分
か
ら
学

ぶ　

と
い
っ
た
主
体
的
・
協
働
的
な
学
び（
授

業
デ
ザ
イ
ン
）を
、
小
学
校
か
ら
の
系
統
性

も
含
め
て
、
今
後
追
究
し
て
い
き
ま
す
。

3 「
三
つ
の
伝
統
」
の
確
実
な
継
承

生
徒
同
士
の
強
い
つ
な
が
り
を
生
み
出
す

た
め
に
は
、
生
徒
会
活
動
の
充
実
が
鍵
と
な

り
ま
す
。

「
挨
拶
」「
掃
除
」「
歌
声
」
の
３
つ
の
伝

統
を
大
切
に
す
る
こ
と
の
根
底
に
は
、「
北

和
魂
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
先
輩
方
か

ら
受
け
継
い
だ
伝
統
を
根
付
か
せ
、
さ
ら
に

質
を
高
め
、
自
分
た
ち
の
生
活
を
自
ら
の
手

で
よ
り
よ
い
も
の
に
し
、
互
い
の
つ
な
が
り

を
強
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
は
、
授
業
や
生
徒
会
活
動
を

通
し
て
、「
生
徒
同
士
の
強
い
つ
な
が
り
を

生
み
出
す
こ
と
」
で
す
。
そ
の
た
め
、
授
業

で
は
、「
つ
な
が
る
」
必
然
が
あ
る
課
題
設

定
に
す
る
こ
と
や
、日
頃
か
ら
「
つ
な
が
る
」

こ
と
に
こ
だ

わ
っ
て
生
活

を
楽
し
む
こ

と
の
２
点
を

意
識
し
、
継
続

し
た
研
究
実

践
を
進
め
て

い
く
所
存
で

す
。



これからの学校教育の在り方。みんなで考えよう！

2026. 5  Public Information IBIGAWA 12

町
内
７
か
所
で
実
施
し
た
「
学
校
教
育
の

在
り
方
審
議
会
・
地
区
集
会
」
の
中
で
、
こ

れ
か
ら
小
中
学
生
の
保
護
者
と
な
る
皆
さ
ん

を
対
象
に
意
見
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
て
は
ど

う
か
と
い
う
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
れ
を
受
け
て
開
催
し
た
「
幼

児
園
保
護
者
と
の
意
見
交
換
会
」
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。

１ 

主
な
意
見
内
容

〔
登
下
校
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
〕

・�

居
住
地
区
に
子
ど
も
が
少
な
い
こ
と
で
低

学
年
だ
け
で
の
登
下
校
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
、
夏
の
酷
暑
や
ク
マ
が
出
る
時
間
帯

の
下
校
と
な
る
こ
と
な
ど
が
心
配
さ
れ

る
。

・�

こ
の
先
も
し
小
学
校
を
統
合
し
た
場
合
に

通
学
距
離
が
長
く
な
る
た
め
、
交
通
安
全

や
防
犯
対
策
と
し
て
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
導

入
を
希
望
す
る
。

〔
教
育
の
内
容
や
学
校
環
境
に
つ
い
て
〕

・�

子
ど
も
た
ち
に
自
発
的
・
自
主
的
に
行
動

で
き
る
力
が
身
に
付
く
よ
う
、
現
在
、
幼

児
園
や
小
学
校
で
取
り
組
ん
で
い
る
活
動

を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
。

〔
学
校
の
規
模
に
つ
い
て
〕

・�

子
ど
も
た
ち
の
人
間
関
係
に
幅
を
も
た
せ

る
に
は
一
定
程
度
の
児
童
生
徒
数
や
学
級

数
が
必
要
で
は
な
い
か
。

・�

１
学
年
１
学
級
で
は
、
子
ど
も
た
ち
は
人

間
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
る
と
困
難

さ
を
引
き
ず
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の

で
ク
ラ
ス
替
え
が
で
き
る
環
境
を
整
え
た

い
。

・�

少
人
数
の
学
級
の
よ
さ
も
あ
る
。
先
生
方

も
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
に
目
が
行
き
届

い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

・�

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
人
数
が
多
過

ぎ
て
も
少
な
過
ぎ
て
も
問
題
は
生
ま
れ

る
。
ど
の
程
度
が
適
切
か
は
難
し
い
た
め
、

十
分
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

・�

広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
学
校
教
育

の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
の
様
子
を
読
ま

せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
情
報
発

信
を
お
願
い
し
た
い
。

２ 

各
幼
児
園
に
お
け
る
特
徴
的
な
意
見

〔
や
ま
と
・
き
た
が
た
幼
児
園
〕

・�

小
学
校
に
入
学
す
る
と
き
に
は
、
大
和
小

学
校
と
北
方
小
学
校
に
分
か
れ
、
そ
の
後
、

中
学
校
に
入
学
す
る
と
再
び
北
和
中
学
校

で
同
じ
学
校
に
通
う
こ
と
に
な
る
と
い
う

現
状
を
解
消
し
て
も
ら
い
た
い
。

〔
き
よ
み
ず
幼
児
園
〕

・�

今
年
度
か
ら
複
式
学
級
編
制
と
な
っ
た
小

規
模
の
清
水
小
学
校
に
入
学
し
、
そ
の
後

大
規
模
校
の
揖
斐
川
中
学
校
に
進
学
す
る

こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
環
境
の
変
化
が

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
に
影
響

し
て
い
る
の
か
気
に
な
る
。

〔
お
じ
ま
幼
児
園
〕

・�

今
年
度
か
ら
春
日
小
学
校
に
通
っ
て
い
た

子
ど
も
た
ち
は
小
島
小
学
校
で
生
活
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
統
合
に
よ
る
不
安
や
問

題
も
あ
っ
た
が
今
で
は
楽
し
そ
う
に
過
ご

し
て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
。
今
後
も

し
学
校
統
合
を
行
う
の
で
あ
れ
ば
、
統
合

前
の
学
校
間
交
流
は
と
て
も
大
切
に
な

る
。

〔
い
び
幼
児
園
〕

・ �

自
分
自
身
も
小
規
模
で
あ
る
こ
と
の
よ
さ

を
求
め
て
揖
斐
川
町
に
移
住
し
て
お
り
、

「
先
生
の
目
が
行
き
届
い
て
い
る
こ
と
」

「
小
規
模
な
ら
で
は
の
深
い
関
係
性
」
な

ど
と
い
っ
た
小
規
模
の
メ
リ
ッ
ト
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
方
が
よ
い
の
で
は
な
い

か
。

〔
た
に
ぐ
み
幼
児
園
〕

・�

さ
ま
ざ
ま
な
点
で
同
じ
立
場
に
い
る
同
学

年
の
子
ど
も
が
少
な
い
こ
と
に
よ
り
、
高

校
等
へ
の
進
学
時
に
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
た

り
、
関
係
性
の
構
築
方
法
が
分
か
ら
な

か
っ
た
り
す
る
と
い
っ
た
問
題
が
起
き
る

の
で
は
な
い
か
な
ど
の
不
安
が
あ
る
。

３ 

今
後
の
審
議
の
見
通
し

令
和
８
年
度
は
、年
５
回
の
会
議
を
行
い
、

１
月
に
答
申
を
提
出
す
る
予
定
で
す
。
そ
の

間
、
他
市
町
村
の
取
組
み
や
学
校
等
の
視
察

も
計
画
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
子

ど
も
の
育
ち
を
中
心
に
据
え
、
少
子
化
等
の

社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
教
育
内
容
や
、
地

域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
教
育
活
動

等
が
具
現
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
町
民
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
揖
斐
川
町
学
校
教
育
の
在
り
方
審
議
会
）

学
校
教
育
の
在
り
方
審
議
会「
幼
児
園
保
護
者
と
の
意
見
交
換
会
」（
報
告
）

（
い
び
幼
児
園
、
や
ま
と・き
た
が
た
幼
児
園
、
き
よ
み
ず
幼
児
園
、
お
じ
ま
幼
児
園
、
た
に
ぐ
み
幼
児
園
）＜やまと・きたがた幼児園での意見交換の様子＞

幼児園 日時 参加者数

やまと・きたがた
幼児園

2/16（月）
15：00~ 31人

きよみず幼児園 2/17（火）
15：00~ 16人

おじま幼児園 2/25（水）
15：00~ 24人

いび幼児園 2/26（木）
15：00~ 23人

たにぐみ幼児園 3/6（金）
15：00~ 25人
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～子育て支援センターには
楽しいことがいっぱい～

～子育て支援センターには
楽しいことがいっぱい～

※�揖斐川子育て支援センターは、子育て中のお父さん、お母※�揖斐川子育て支援センターは、子育て中のお父さん、お母
さん、妊婦さん、おじいさん、おばあさんどなたでも利用さん、妊婦さん、おじいさん、おばあさんどなたでも利用
できる場所です。気軽にお出かけください。できる場所です。気軽にお出かけください。

◇通信ピッコロを中旬に発行しています。◇通信ピッコロを中旬に発行しています。
　図書館・公民館・保健センター・役場・振興事務所な　図書館・公民館・保健センター・役場・振興事務所な
どに置いてあります。どに置いてあります。

◇ホームページ◇ホームページ
　揖斐川町　　　揖斐川町　　https://www.town.ibigawa.lg.jphttps://www.town.ibigawa.lg.jp
　揖斐幼稚園　　揖斐幼稚園　https://www.ibi-youchien.ed.jphttps://www.ibi-youchien.ed.jp

◎町内の幼児園　なかよしタイム
　毎月第２水曜日
　時間：10：00~11：00（園庭開放）
　※雨天の場合は中止とさせていただきます。
◎揖斐幼稚園の開放日
　５月20日（水）
　直接幼稚園へお申込みください。
　℡22-6008（当日可）

揖斐川
揖斐川町上南方 193　℡ 23-1136
開館日　月曜日～金曜日・第３土曜日
　　　　  9：00 ～ 16：00

５月の活動予定　行事の申込みは、前月第３水曜日より実施日前日まで受付けています。（電話予約不可）

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3
憲法記念日憲法記念日

4
みどりの日みどりの日

5
こどもの日こどもの日

6
振替休日振替休日

7 8 9

10 11 12
りんご交流

13
出前保育

（大和公民館）

14 15
いちご交流

16
開館日

17 18 19
リフレッシュ体操

20 21
音楽のひろば
ハーモニー

22
さくらんぼ交流

23

24 25
発育測定

26
ハローワーク大垣
～マザーズコーナー
　巡回相談～

27
出前保育

（きよみず幼児園）

28 29
お話ルーム
誕生会

30

31

子育て支援センターは、子ども（０～18歳未満）に関するあらゆる相談窓口です。
一人で悩まないで気軽にご相談ください。
◎育児相談は毎日、子育て支援センターで直接受け付けています。
◎行事など変更、中止になる場合もありますので、お気軽にお問い合せください。

りんごグループ	 （2023.4.2生～2024.4.1生）	

 いちごグループ	 （2024.4.2生～2025.4.1生）	

「年齢別交流ってなにかな？」「年齢別交流ってなにかな？」

　同じ年に生まれたお子さんと親さんの交流「年齢別交流」が始まります。お子さん
の育ち、毎日の育児で疑問に思うこと、困ったことはありませんか。交流に参加し
て、色んな親さんとお話ししましょう。楽しい子育てとなるように、職員もお手伝い
させていただきます。

さくらんぼグループ	（2025.4.2生～2026.4.1生）	
ひよこグループ	 （2026.4.2生～および妊婦さん）	
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揖斐川町は、住民の皆さんの子育てを応援しています。
～子育て支援センターの紹介～

ありがとうの会　～ボランティアの皆さんと交流～ありがとうの会　～ボランティアの皆さんと交流～
　子育て支援センター行事を支えてくださっているボランティアの皆さんをお招きして「ありがとうの　子育て支援センター行事を支えてくださっているボランティアの皆さんをお招きして「ありがとうの
会」を行いました。当日は、体操やゲームを楽しんだり、パネルシアターや腹話術を見たりしながら、会」を行いました。当日は、体操やゲームを楽しんだり、パネルシアターや腹話術を見たりしながら、
和やかで楽しい時間を過ごしました。和やかで楽しい時間を過ごしました。
　子育ては大変なこともありますが、地域には温かく見守り、支えてくださる方がたくさんいらっしゃ　子育ては大変なこともありますが、地域には温かく見守り、支えてくださる方がたくさんいらっしゃ
います。こうしたつながりの中で、安心して子育てを楽しんでいただけたらと思います。子育て支援セいます。こうしたつながりの中で、安心して子育てを楽しんでいただけたらと思います。子育て支援セ
ンターでは、活動を支えてくださるボランティアさんを募集しています。子どもやお家の方と関りながンターでは、活動を支えてくださるボランティアさんを募集しています。子どもやお家の方と関りなが
ら、地域での子育てを一緒に応援してくださる方の参加をお待ちしています。ら、地域での子育てを一緒に応援してくださる方の参加をお待ちしています。

ちょっと待って！その自転車、大丈夫？
被害の約７割が無施錠での被害です。「ほんの少しの時間だから・・・」その油断が狙われます！

～被害に遭わないために～
●自転車から離れるときは必ず施錠する
　・どんなに短時間でも忘れずに
　・自宅やアパートの駐輪場でも油断は禁物です

過去の防犯情報は「岐阜県防犯アプリ」から確認できます。

▲androidはこちら

　園庭で遊ぶことが大好きな子ども達。鬼ごっこやサッカー、ドッジボールなど、自分
で好きな遊びをみつけて元気いっぱい遊んでいます。「いれて」「いいよ」などとやりと
りの声も聞こえ、友達の輪が広がっています。
　また、やまと・きたがた幼児園には木製の総合遊具があり、こちらも大人気です。1
つの遊具で、すべり台やロープネット、揺れる吊り橋など、異なる要素を組み合わせて
遊べるため、筋力やバランス感覚、空間認知能力などさまざまな身体機能をバランスよ
く鍛えられるメリットがあるといわれているので、これからもたくさん遊びたいです。

～やまと・きたがた幼児園～

ドッジボール どっちが勝つかな？？

ぶら～ん　ぶら～ん
たのしいね♪

●自転車防犯登録をしましょう
　・盗難時の早期発見につながります
　・警察署、自転車販売店で登録ができます

アプリの登録は
こちらです

▲iPhoneはこちら

総合遊具すべり台
きもちいい！
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公益社団法人地域医療振興協会　いびがわ診療所　管理者　西脇健太郎（医師）
　診療所は「病気になったら診察してもらうところ」であることは皆さん、
よくご存知かと思います。今回のエッセイは、診察する以外に行っており
ます、地域医療振興協会が運営する診療所のお仕事について、一部になり
ますが、ご紹介したいと思います。
認知症初期集中支援チーム
　家族の訴え等により認知症が疑われる人や認知症の人およびその家族を
訪問し、アセスメント、家族支援などの初期の支援を行っています。認知
症サポート医である私もチームの一員で行政や当協会の担当者と定期的に
活動を行っています。
行政と関連した業務
　揖斐川町の地域医療の展開について行政担当者と定期的に協議をしたり、小児から大人の健診事業(特定
健診、胃がん検診等を含む)を行っています。介護保険や障がいの審査委員も担当しております。
産業医
　町内の企業、学校、行政機関等の産業医を担当させていただいております。働く皆さんの健康を守るこ
とも大切な仕事です。
学校医の業務
　主に内科領域の学校医として各学校と関わりを持っています。児童生徒の皆さんの定期の健康診断を行
ったり、何かの健康上の課題が発生した場合、学校側からの相談にいつでも応じられる体制となっており
ます。
　揖斐特別支援学校に対しては、通常の学校医の業務や産業医に加えて、日常的に医療が必要となる児童
生徒の皆さんのサポートをする立場で支援させていただいております。
　このような活動を通じて「地域丸ごと診る」を実践していきたいと考えております。
問 いびがわ診療所　℡ 22-2000

▲いびがわ診療所　西脇健太郎（医師）

今回の担当は 診療所ドクターリレーエッセイ　「診療所でこんなこともやってます」

　２月から３月の計３回、FIT-EASYの店舗で活躍するインストラクターを講師に迎え、健康教室を実施しま
した。
　２月は、子育て支援センターで子育て世代の女性に向けた「ママのためのビューティートレーニング」を開
催し、インストラクターによる「深呼吸と骨盤ケア」をテーマとした、無理なく体を整えるヨガ・ストレッチレ
ッスンを行いました。
　３月は、健康広場で国保特定健診受診者を中心に、「すぐ実践！お家エクササイズ」を開催し、自宅で出来
るストレッチや筋力トレーニングを中心に、今の生活に無理なくプラス出来る動きなどのレッスンを行いまし
た。
　参加者からは、楽しく体を動かすこと
が出来たことや、心身のリフレッシュが出
来る貴重な時間となったといった感想があ
り、満足度の非常に高い教室となりました。
　今年度も、同様の教室を実施予定です。
興味のある方は、ぜひご参加ください。

フィットイージー株式会社と連携した、健康教室を実施しましたフィットイージー株式会社と連携した、健康教室を実施しました

問 揖斐川保健センター　℡ 23-1511 ▲２月の教室 ▲３月の教室
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～去年のヤング健診結果より～～去年のヤング健診結果より～

　「若いから大丈夫」と思っていても、実は生活習慣病の芽が隠れているかもしれません。
　ぜひ、この機会に健康診査を受けて、病気の発症予防と早期発見に繋げましょう！
　対 象 者：揖斐川町に住民票を有する１９～３９歳の方（年齢基準日：令和9年3月31日）
　料　　金：５００円
　健診内容：問診、身体計測（身長・体重・腹囲）、血圧測定、尿検査（蛋白・糖・潜血・尿中塩分濃度）、
　　　　　　血液検査（肝機能・脂質・クレアチニン・尿酸・HbA1c・腎機能・貧血）
　健診日程
　【集団健診】日時：5/29（金）、5/30（土）、6/1（月）　9:00～12:00
　　　　　　 ※6月1日（月）は子宮頸がん検診（要予約）も実施しています。ぜひご予約ください。
　　　　　　 場所：揖斐川保健センター
　【個別健診】期間：7月～12月
　　　　　　 場所：岐阜健康管理センター大垣健診プラザ（大垣市大井3-21-9）
　申し込み：揖斐川保健センターへお電話、または右記二次元コードから

　予・問 揖斐川保健センター　℡23-1511

帯状疱疹ワクチン予防接種（任意接種）の費用助成帯状疱疹ワクチン予防接種（任意接種）の費用助成
　揖斐川町では、定期の予防接種の対象者以外の方で、接種を希望される方に対して、予防接種にか
かる費用の一部助成を実施します。下記の内容をご確認いただき、申請をお願いいたします。
　対象者：50 歳以上の方で、定期予防接種の対象者以外の方
　助　成：接種費用の 1/2
　　　　　　帯状疱疹不活化ワクチン　2 回接種　上限１回 10,000 円（計 20,000 円）
　　　　　　帯状疱疹生ワクチン　　　1 回接種　上限 4,000 円
　必要書類：領収書（原本）、接種済証明書または予診票、口座番号の分かるもの
　　＜注意＞接種後、1 年以内に申請してください。
　問 揖斐川保健センター　℡ 23-1511

ヤング健診ヤング健診19 歳～ 39歳対象 !

　ヤング健診では、「尿中塩分濃度測定」を実施しています。この検査では、1日の推定塩分摂取量が分か
ります。

女性 平均 7.55ｇ/日（目標値 6.5ｇ/日） 男性 平均 7.67ｇ/日（目標値 7.5ｇ/日）

　男女ともに尿中塩分濃度は目標値より高い！・・・塩分摂取量が多いことが予測されます。

塩分の摂りすぎに要注意！
　塩分の摂りすぎは、高血圧や腎臓病、脳卒中、心臓病のリスクが高まります。健診を受けてご自分の健
康を確認しましょう。
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高齢者肺炎球菌予防接種の実施高齢者肺炎球菌予防接種の実施
対 象 者：① 65 歳誕生日の前日から 66 歳誕生日の前日までの方
　　　　　　② 60 歳以上 65 歳未満の方で、心臓病・腎臓病・呼吸器に重い病気のある方
＜注意＞�過去に「高齢者肺炎球菌予防接種」を受けたことがある方で接種を希望される場合は、保健セン

ターまでご相談ください。
自己負担金：3, ５00 円（医療機関へ直接、お支払いください）

高齢者帯状疱疹予防接種の実施高齢者帯状疱疹予防接種の実施
　予防接種法施行令の一部改正により、「高齢者の帯状疱疹予防接種」が定期の予防接種となりました。
　５年間の経過措置により、令和 7 年度から令和 11 年度にかけて実施します。
　令和８年度の対象者（揖斐川町に住民登録がある該当年齢の希望者）
　①今年度中に 65・70・75・80・85・90・95・100 歳となる方
　　65 歳 ( 昭和 36 年 4 月 2 日生 ~ 昭和 37 年 4 月 1 日生 )
　　70 歳 ( 昭和 31 年 4 月 2 日生 ~ 昭和 32 年 4 月 1 日生 )
　　75 歳 ( 昭和 26 年 4 月 2 日生 ~ 昭和 27 年 4 月 1 日生 )
　　80 歳 ( 昭和 21 年 4 月 2 日生 ~ 昭和 22 年 4 月 1 日生 )
　　85 歳 ( 昭和 16 年 4 月 2 日生 ~ 昭和 17 年 4 月 1 日生 )
　　90 歳 ( 昭和 11 年 4 月 2 日生 ~ 昭和 12 年 4 月 1 日生 )
　　95 歳 ( 昭和 6 年 4 月 2 日生 ~ 昭和 7 年 4 月 1 日生 )
　 100 歳 ( 大正 15 年 4 月 2 日生 ~ 昭和 2 年 4 月 1 日生 )
　② �60 歳以上 65 歳未満の方で、ヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な

程度の障害を有する方（該当する方は、事前に揖斐川保健センターへ申し出てください。）
　＜注意＞過去に「高齢者帯状疱疹予防接種」を受けた方は対象外です。
　接種期間：4 月 1 日～令和９年 3 月 31 日まで
　自己負担金：帯状疱疹不活化ワクチン：2 か月間隔で 2 回接種　1 回あたり 7,000 円
　　　　　　　帯状疱疹生ワクチン　　：1 回接種　3,000 円
　　　　　　　　（医療機関へ直接、お支払いください）

高齢者肺炎球菌、高齢者帯状疱疹予防接種の接種場所・接種方法高齢者肺炎球菌、高齢者帯状疱疹予防接種の接種場所・接種方法
接種場所：揖斐郡内医療機関、岐阜県広域化予防接種協力医療機関
接種方法：①接種希望者は、予防接種予診票を発行しますので、保健センターまでご連絡ください。
　　　　　②ご自身で各医療機関に予約をし、接種をしてください。
　　　　　　�揖斐郡以外の医療機関で接種を希望される場合は、岐阜県広域化予防接種協力医療機関であ

ることを確認してから、接種してください。
　　　　　③接種済証明書は、各自で保管をお願いします。
・生活保護世帯の方は、必ず、接種予定の３週間前までに揖斐川保健センターに申し出てください。
・高齢者肺炎球菌および高齢者帯状疱疹予防接種は、接種義務はなく、自らの意思で接種するものです。
・接種医療機関医師の説明をよく聞いて接種をお願いいたします。
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令和８年第２回揖斐川町議会定例会が、３月５日から13日までの９日間の会期で開催されました。
５日の定例会初日の本会議で、議長ならびに副議長の選挙が行われました。
続いて町長から、令和８年度予算案をはじめとする38議案の提案説明がされ、このうち９議案が承認・

可決・同意され、残る議案の審査は各常任委員会、予算特別委員会に付託されました。
９日には総務文教常任委員会ならびに民生建設常任委員会、10日には議員全員で構成する予算特別委

員会がそれぞれ開催され、付託された議案の審査が行われました。
12日の本会議２日目には、３名の議員が一般質問を行いました。
13日の定例会最終日は、付託された議案の審査結果が各委員長から本会議に報告され、採決の結果す

べての議案が原案のとおり可決されました。また、同日に町長から提出された揖斐川町乳児等通園支援
事業の利用料に関する条例について、および議会から発議された揖斐川町議会の個人情報の保護に関す
る条例の一部を改正する条例についての２議案についても審議され、すべての議案が原案どおり可決・
同意されました。

本定例会に提出された案件の主な内容、一般質問及び答弁の要旨は次のとおりです。

第２回揖斐川町議会 定例会

議 会 だ よ り

条
例
案
件

○
揖
斐
川
町
情
報
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

情
報
関
連
機
器
が
移
設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
条

例
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
実
施
条
例

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
通
じ
た
観
光
の
振
興
と
来

訪
人
口
の
増
加
並
び
に
養
老
鉄
道
の
利
用
促

進
の
た
め
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
体
育
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

東
津
汲
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
廃
止
に
伴
い
条

例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

関
係
法
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
条
例
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
た
め
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
火
入
れ
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

揖
斐
郡
消
防
組
合
の
火
災
予
防
条
例
の
一
部

改
正
に
伴
い
条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
企
業
立
地
促
進
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

工
場
等
の
新
増
設
支
援
お
よ
び
地
元
雇
用
の

拡
大
の
た
め
、
雇
用
促
進
奨
励
金
の
対
象
と

な
る
雇
用
期
間
を
事
業
開
始
日
の
１
年
前
か

ら
と
す
る
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

水
道
料
金
の
改
定
に
伴
い
条
例
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

関
係
法
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
条
例
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
利
用
料

に
関
す
る
条
例

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
利
用
者
が
負
担

す
る
費
用
の
額
を
定
め
る
た
め
条
例
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例（
議
員
発

議
）

関
係
法
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
条
例
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

予
算
案
件

○
令
和
８
年
度
一
般
会
計
、
12
の
特
別
会
計
、

水
道
事
業
会
計
お
よ
び
下
水
道
事
業
会
計
の

予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

（
詳
細
は
４
月
号
に
掲
載
の
「
令
和
８
年
度

揖
斐
川
町
当
初
予
算
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

○
令
和
７
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）

町
税
、
地
方
交
付
税
な
ど
を
増
額
す
る
一
方

で
、
事
業
内
容
の
確
定
等
に
よ
る
減
額
お
よ

び
、
国
・
県
支
出
金
、
起
債
な
ど
の
変
更
に

よ
る
財
源
更
正
、
除
雪
経
費
等
５
，

４
４
０
万
円
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

○
令
和
７
年
度
揖
斐
川
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

被
保
険
者
の
増
加
等
に
よ
り
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
へ
の
保
険
料
等
負
担
金
が

１
，１
４
２
万
円
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

○
令
和
７
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
直
診

勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

財
源
が
更
生
さ
れ
ま
し
た
。
予
算
額
に
増
減

は
あ
り
ま
せ
ん
。
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所
在
地
：�

谷
汲
徳
積
字
西
磧
１
３
２
４
番

６
ほ
か
２
筆

地
目
：
原
野
、
雑
種
地

面
積
：
９
，８
８
８
㎡

売
却
価
格
：
１
４
，０
０
０
，０
０
０
円

相
手
方
：�

株
式
会
社
Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｉ
ｎ
ｕ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ 

Ｓ
ｕ
ｐ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ 

Ｈ
ｏ
ｌ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ

　
　
　
　

代
表
取
締
役　

末
永　

洋
生

○
揖
斐
川
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の

変
更

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
対
策
を
実
施
す
る

た
め
、
計
画
期
間
を
令
和
８
年
度
か
ら
の

５
年
間
と
し
、
基
本
方
針
や
基
本
目
標
等

が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

７
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す

○
揖
斐
川
町
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
実
施
条
例

Ｑ　

事
業
は
誰
が
運
営
す
る
の
か
。

Ａ　

引
き
続
き「
い
び
わ
ん
す
と
」に
委
託

す
る
予
定
。

Ｑ　

自
転
車
の
台
数
は
。

Ａ　

現
在
保
有
の
30
台
は
劣
化
で
使
用
で
き

な
い
た
め
、
新
た
に
購
入
す
る
５
台
で
ス

タ
ー
ト
し
、
利
用
状
況
に
よ
っ
て
増
台
も

検
討
す
る
。　

○
揖
斐
川
町
体
育
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

Ｑ　

東
津
汲
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
廃
止
し
た

後
、
他
の
目
的
で
の
利
用
予
定
は
。

Ａ　

現
時
点
で
の
予
定
は
な
い
。

○
令
和
７
年
度
揖
斐
川
町
徳
山
ダ
ム
上
流
域

公
有
地
化
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

工
事
内
容
の
変
更
に
よ
り
、
２
，０
０
０

万
円
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

○
令
和
７
年
度
揖
斐
川
町
小
水
力
発
電
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

売
電
収
入
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、

４
６
０
万
円
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

人
事
案
件

教
育
委
員
の
任
命
、
各
委
員
お
よ
び
議
員

の
選
任
な
ら
び
に
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
教
育
委
員
会
委
員

　

折
戸 

克
明
さ
ん（
北
方
）

○
人
権
擁
護
委
員

　

森 

安
雄
さ
ん（
春
日
六
合
）

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

林　

 

幸
義
さ
ん（
北
方
）

　

今
村 

博
正
さ
ん（
谷
汲
徳
積
）

　

小
寺 

德
生
さ
ん（
春
日
川
合
）

　

増
田 

正
則
さ
ん（
三
倉
）

　

大
葉 

光
義
さ
ん（
東
横
山
）

　

髙
殿 

髙
象
さ
ん（
坂
内
川
上
）

○
谷
汲
財
産
区
管
理
委
員

　

石
原 

正
一
さ
ん（
谷
汲
名
礼
）

そ
の
他
の
案
件

○
町
道
の
路
線
の
廃
止

議
決
さ
れ
た
町
道
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
揖
斐
川　

兵
庫
野
６
号
線

・
揖
斐
川　

兵
庫
野
７
号
線

○
町
道
の
路
線
の
認
定

議
決
さ
れ
た
町
道
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
揖
斐
川　

兵
庫
野
６
号
線　

他
８
路
線

○
財
産
の
処
分（
売
却
）

企
業
誘
致
の
た
め
町
有
地
を
売
却
す
る
こ

と
が
決
定
し
ま
し
た
。

民
生
建
設
常
任
委
員
会

民
生
建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

８
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
令
和
７
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正

Ｑ　

エ
コ
ド
ー
ム
修
繕
工
事
費
１
，８
７
０
万

円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
完
成
時
期
は
。

Ａ　

建
築
確
認
等
の
事
務
手
続
き
が
必
要
と

な
る
た
め
、
現
時
点
で
完
成
時
期
は
未

定
。

○
令
和
７
年
度
揖
斐
川
町
小
水
力
発
電
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

Ｑ　

発
電
施
設
ご
と
の
売
電
収
入
見
込
額
は
。

Ａ　

諸
家
清
流
発
電
所�

約
２
，７
０
０
万
円

　
　

下
辻
南　
　

〃　

�

約
７
０
０
万
円

　
　

名
倉　
　
　

〃　

�

約
８
０
０
万
円

　
　

飛
鳥
川
用
水
〃�

約
４
６
０
万
円

予
算
特
別
委
員
会

議
員
全
員
で
構
成
す
る
予
算
特
別
委
員

会
に
付
託
さ
れ
た
令
和
８
年
度
予
算
に
係
る

15
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
質
疑
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

○
令
和
７
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
予
算

Ｑ　

男
女
共
同
参
画
講
座
委
託
料
１
１
７
万 

７
千
円
の
内
容
は
。

Ａ　

出
産
や
育
児
等
で
離
職
し
た
女
性
が
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
再
就
職
を
目
指
す
講
座

を
４
回
開
催
す
る
。

Ｑ　

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
用
自
転
車
購
入

費
１
８
４
万
４
千
円
の
内
訳
は
。

Ａ　

電
動
ア
シ
ス
ト
付
自
転
車
５
台
分
の
ほ

か
、
予
備
バ
ッ
テ
リ
ー
、
位
置
情
報
を
確

認
す
る
シ
ス
テ
ム
を
購
入
す
る
。

Ｑ　

固
定
資
産
現
況
調
査
委
託
料
５
，２
９

１
万
４
千
円
の
内
容
は
。

Ａ　

３
年
に
１
度
固
定
資
産
の
現
況
を
確
認

す
る
年
に
当
た
り
、
航
空
写
真
を
撮
っ
て

確
認
す
る
た
め
の
費
用
。

Ｑ　

消
防
団
員
等
の
年
額
報
酬
、
出
動
報
酬

合
わ
せ
て
３
７
９
６
万
５
千
円
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
消
防
団
員
の
定
員
数
と
実
際

の
団
員
数
は
。

Ａ　

定
員
数
は
６
０
０
人
。
実
際
の
団
員

は
、
一
般
団
員
４
０
０
人
、
機
能
別
団
員

１
５
９
人
、
合
計
５
５
９
人
。

Ｑ　

子
育
て
世
帯
訪
問
支
援
事
業
委
託
料

96
万
７
千
円
の
事
業
内
容
は
。

Ａ　

家
庭
支
援
が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
世
帯

に
対
し
て
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、

家
事
支
援
等
を
民
間
事
業
者
に
委
託
す
る

も
の
。

Ｑ　

こ
ど
も
食
堂
支
援
事
業
費
補
助
金
90
万

円
の
内
訳
は
。

Ａ　

開
設
に
係
る
補
助
60
万
円
、
運
営
に
係

る
補
助
金
30
万
円
と
す
る
新
規
事
業
。

Ｑ　

い
び
薬
草
の
里
づ
く
り
推
進
協
議
会
へ

の
負
担
金
４
４
５
万
円
の
目
的
と
今
後
の

見
通
し
は
。

Ａ　

春
日
の
薬
草
を
振
興
す
る
た
め
、
遊
休

農
地
を
活
用
し
た
薬
草
の
生
産
拡
大
や
、

都
市
部
の
人
に
対
す
る
Ｐ
Ｒ
活
動
の
負
担

金
で
、
県
の
意
向
も
受
け
今
後
も
継
続
し

て
い
く
。

Ｑ　

商
工
業
振
興
事
業
補
助
金
を
昨
年
度
よ

り
２
０
０
万
円
増
額
す
る
理
由
は
。

Ａ　

販
路
拡
大
や
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
を
開
発

し
た
事
業
者
に
補
助
金
を
交
付
す
る
な
ど

の
商
工
会
の
新
規
事
業
に
対
す
る
補
助
。

Ｑ　

木
遊
館
の
開
設
時
期
と
運
営
方
法
は
。

Ａ　

令
和
９
年
春
の
オ
ー
プ
ン
を
見
込
ん
で
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は
子
ど
も
た
ち
を
危
険
に
触
れ
さ
せ
な
い
た

め
に
、
貸
与
し
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
か

ら
、
特
定
の
生
成
Ａ
Ｉ
機
能
や
、
教
育
上
好

ま
し
く
な
い
サ
イ
ト
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
制
限

を
し
て
い
る
。

ま
た
、
Ａ
Ｉ
依
存
に
よ
る
健
康
被
害
を
防

ぐ
に
は
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が
危
険
に
つ
い

て
認
識
し
、
自
分
自
身
で
判
断
す
る
力
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
教
科
や
道

徳
の
授
業
等
に
お
け
る
情
報
モ
ラ
ル
教
育
を

今
後
も
充
実
さ
せ
、
大
人
に
よ
る
禁
止
や
保

護
だ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
判

断
し
て
正
し
く
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
力
を
育
む

こ
と
が
、
真
の
情
報
活
用
能
力
の
育
成
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

学
校
教
育
や
日
常
生
活
の
デ
ジ
タ
ル
化

が
進
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
、
人
と
の
直
接
の

関
わ
り
や
、
実
際
の
も
の
・
こ
と
に
触
れ
る

経
験
の
重
要
性
も
増
し
て
き
て
い
る
。
今
後

も
、
情
報
活
用
能
力
の
育
成
と
、
人
・
も

の
・
こ
と
と
関
わ
る
体
験
に
よ
る
幅
広
い
学

び
と
の
両
面
を
大
切
に
し
、
こ
れ
か
ら
の
社

会
を
生
き
抜
く
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
、
総

合
的
な
視
野
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

衣
斐　
良
治 

議
員

③
学
校
に
お
け
る
熱
中
症
対
策
と
紫
外
線
対

策
に
つ
い
て

（
１
）登
下
校
時
等
の
熱
中
症
対
策
と
し
て
、

町
で
昨
年
実
施
し
た
対
策
の
効
果
を
検
証

し
た
上
で
熱
中
症
対
策
を
強
化
し
て
は
ど

う
か
。

（
２
）学
校
に
お
け
る
紫
外
線
対
策
に
つ
い

て
、
現
在
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
実
施
し
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
、
ど
う
対
応
し

て
い
く
の
か
。

②
情
報
活
用
能
力
の
向
上
と
子
ど
も
た
ち
の

健
康
へ
の
配
慮
に
つ
い
て

情
報
活
用
能
力
は
、
問
題
を
発
見
・
解
決

し
た
り
自
分
の
考
え
を
形
成
し
た
り
し
て
い

く
た
め
に
必
要
な
資
質
・
能
力
で
あ
る
反

面
、
依
存
し
過
ぎ
る
と
心
の
健
康
を
損
な
う

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

（
１
）学
校
に
お
け
る
情
報
活
用
能
力
の
向

上
の
た
め
、
現
状
を
ど
う
捉
え
、
ど
の
よ

う
に
指
導
し
て
い
く
の
か
。

（
２
）教
育
現
場
に
お
い
て
生
成
Ａ
Ｉ
を
安

全
に
活
用
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
対
策

を
講
じ
て
い
る
の
か
。

（
３
）Ａ
Ｉ
依
存
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
の
健

康
に
与
え
る
影
響
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

（
４
）子
ど
も
た
ち
の
Ａ
Ｉ
と
の
関
わ
り
が

益
々
増
え
て
い
く
社
会
の
中
で
、
Ａ
Ｉ
以

外
と
の
関
わ
り
が
益
々
重
要
と
な
る
。
今

後
、
現
実
の
人
・
物
・
事
象
・
地
域
と
の

関
わ
り
な
ど
を
ど
う
増
や
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長

文
部
科
学
省
か
ら
示
さ
れ
た
「
生
成
Ａ
Ｉ

の
利
活
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で

は
、
学
習
に
お
い
て
あ
く
ま
で
「
有
用
な
道

具
」
と
し
て
活
用
し
な
が
ら
、
リ
ス
ク
や
懸

念
を
踏
ま
え
た
う
え
で
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め

て
い
く
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
教
育
委
員
会

と
し
て
も
、
こ
れ
を
も
と
に
学
校
で
の
活
用

を
進
め
て
い
く
方
針
。

既
に
各
学
校
で
は
、
英
会
話
の
練
習
、
課

題
追
究
、
体
育
で
の
効
果
的
な
練
習
方
法
の

選
定
に
お
い
て
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
い
る
。

一
方
、
リ
ス
ク
対
策
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

衣
斐　
良
治 

議
員

い
る
。
運
営
は
委
託
方
式
を
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

小
中
学
生
に
貸
与
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
故

障
等
の
保
険
は
か
け
て
い
る
か
。

Ａ　

故
障
等
で
本
体
を
買
い
替
え
て
も
保
険

料
よ
り
安
く
済
む
の
で
今
後
も
保
険
を
か

け
る
予
定
は
な
い
。
な
お
、
リ
ー
ス
契
約

の
た
め
、
過
失
で
な
け
れ
ば
故
障
等
へ
の

対
応
は
で
き
る
が
、
原
因
に
よ
っ
て
は
家

庭
に
負
担
を
求
め
る
場
合
が
あ
る
。

Ｑ　

い
び
が
わ
地
域
ク
ラ
ブ
部
活
動
地
域
展

開
補
助
金
１
２
４
０
万
３
千
円
の
内
容
は
。

Ａ　

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
係
る
予

算
で
、
地
域
ク
ラ
ブ
指
導
者
60
名
と
事
務

局
職
員
の
報
酬
、
消
耗
品
費
な
ど
。

ここが聞きたい
一般質問

議員３名が町政を問う
本定例会の一般質問の要旨をお知本定例会の一般質問の要旨をお知
らせします。らせします。

質問の全文は
こちらから
ご覧ください。

※公式の会議録ではありません。

衣
斐　
良
治 

議
員

①
地
域
文
化
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
つ
い
て

町
の
文
化
財
は
、
国
・
県
・
町
指
定
合
わ

せ
て
３
０
０
件
ほ
ど
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
日

本
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
谷
汲
山
華
厳

寺
、
地
域
の
祭
り
、
習
わ
し
、
お
茶
、
薬
草

文
化
、
生
活
の
知
恵
、
食
文
化
な
ど
、
こ
れ

ら
の
貴
重
な
財
産
を
後
世
に
引
き
継
い
で
い

く
た
め
の
有
効
な
手
段
の
一
つ
と
し
て
地
域

文
化
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
が
あ
る
。

（
１
）令
和
６
年
に
発
行
し
た
図
録
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
て
は

ど
う
か
。

（
２
）い
び
が
わ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
撮
影
し
た

映
像
な
ど
利
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

（
３
）こ
れ
ら
の
知
的
財
産
を
後
世
に
引
き

継
い
で
い
く
た
め
に
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
を
も
っ
と
進
め
て
は
ど
う
か
。

（
４
）デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
さ
れ
た
コ
ン
テ

ン
ツ
を
誰
も
が
自
由
に
閲
覧
で
き
る
柔
軟

な
仕
組
み
、
手
段
を
講
じ
て
は
ど
う
か
。

町 

長
文
化
財
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
つ

い
て
は
必
然
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
町

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
し

た
写
真
や
映
像
を
公
開
す
る
場
合
、
特
に
法

律
面
、
権
利
関
係
な
ど
課
題
が
多
数
存
在

し
、
慎
重
に
対
応
す
べ
き
。

図
録
は
４
，０
０
０
円
で
販
売
さ
れ
て
お

り
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
文
化
財
の
大
半
は
、

私
有
財
産
で
あ
る
。
同
じ
く
活
用
を
言
わ
れ

た
「
い
び
が
わ
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
の
映
像
に
つ

い
て
も
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
映
っ
て
お

り
、
文
化
振
興
と
い
う
名
の
下
で
あ
っ
て

も
、
行
政
が
他
人
の
財
産
、
情
報
等
を
広
く

公
開
す
る
と
い
う
行
為
に
は
、
特
に
慎
重
さ

が
求
め
ら
れ
る
。
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教
育
長

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
は
、
県
教
育
委
員

会
の
「
熱
中
症
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
も

と
に
、
す
べ
て
の
学
校
に
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
測
定
器

を
設
置
し
、
そ
の
指
数
か
ら
屋
外
で
の
活
動

の
可
否
を
判
断
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の

安
全
を
第
一
に
教
育
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
塩
分
補
給
や
水
分
補
給
、
体
調
管

理
の
徹
底
、
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
な
ど
も
活
用

し
対
策
し
て
い
る
。
登
下
校
時
に
お
い
て

も
、
ネ
ッ
ク
ク
ー
ラ
ー
や
日
傘
使
用
の
推
奨

な
ど
、
服
装
や
装
具
に
つ
い
て
の
弾
力
的
な

対
応
、
体
育
の
授
業
の
午
前
実
施
や
下
校
時

刻
を
早
め
る
措
置
な
ど
、
教
育
課
程
上
の
対

応
も
学
校
ご
と
に
工
夫
し
て
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
さ
ら
に
対
策
を
強
化
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
来
年
度
、
全

小
中
学
校
の
体
育
館
に
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー

と
簡
易
テ
ン
ト
に
よ
る
「
ク
ー
リ
ン
グ
ス

ポ
ッ
ト
」
を
設
置
す
る
予
定
。

紫
外
線
対
策
に
つ
い
て
も
、
日
焼
け
止
め

塗
布
の
許
可
、
登
下
校
時
の
日
傘
使
用
の
推

奨
や
屋
外
活
動
の
際
に
日
陰
の
場
所
を
確
保

す
る
な
ど
、
長
時
間
日
光
に
さ
ら
さ
れ
な
い

よ
う
日
頃
か
ら
働
き
か
け
て
い
る
。

平
野　
大
介 

議
員

揖
斐
川
町
に
お
け
る
多
文
化
共
生
に
つ
い
て

近
年
、
人
口
減
少
に
伴
う
労
働
力
不
足
が

深
刻
化
し
て
お
り
、
そ
の
労
働
力
を
補
う
た

め
に
外
国
人
労
働
者
が
多
く
採
用
さ
れ
て
い

る
。
揖
斐
川
町
に
お
い
て
も
、
令
和
８
年
１

月
時
点
の
在
留
外
国
人
は
３
８
４
人
。
こ
の

う
ち
２
５
７
人
が
技
能
実
習
、
特
定
技
能
、

特
定
活
動
な
ど
、
就
労
を
目
的
と
し
た
在
留

資
格
を
持
つ
方
々
で
あ
る
。

外
国
人
労
働
者
は
、
町
内
産
業
に
と
っ
て

必
要
不
可
欠
な
存
在
で
あ
り
、
地
域
社
会
の

一
員
で
も
あ
る
。

昨
年
４
月
か
ら
、
地
域
住
民
と
特
定
技
能

外
国
人
が
円
滑
に
共
生
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
特
定
技
能
外
国
人
を
雇
用
す
る
事
業

所
に
対
し
「
協
力
確
認
書
」
の
提
出
が
義
務

付
け
ら
れ
た
。

協
力
確
認
書
を
提
出
し
て
い
る
企
業
に
対

し
て
、
特
定
技
能
外
国
人
や
企
業
側
が
地
域

と
の
共
生
に
つ
い
て
何
を
望
ん
で
い
る
の

か
、
ど
の
よ
う
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と

し
て
い
る
の
か
、
丁
寧
に
伺
っ
て
は
ど
う
か
。

今
後
ま
す
ま
す
外
国
人
労
働
者
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
が
、
町
と
し
て
外
国
人
と
の

共
生
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。
町

長
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

町 

長
近
年
、
外
国
人
材
は
各
種
産
業
を
支
え
る

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で
あ
り
、
地

域
社
会
を
共
に
築
く
大
切
な
構
成
員
で
も
あ

る
。
高
齢
化
が
進
む
地
域
で
は
、
地
域
の
行

事
へ
参
加
し
交
流
を
深
め
て
い
る
事
例
も
見

ら
れ
る
。

し
か
し
、
言
語
や
生
活
習
慣
の
違
い
、
行

政
情
報
の
伝
達
不
足
な
ど
に
よ
り
、
孤
立
感

を
深
め
日
常
生
活
に
お
い
て
不
安
を
抱
え
て

い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
こ
れ
ら
は
早
急
に
対

応
す
べ
き
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

現
在
、
学
校
に
お
い
て
も
、
13
名
の
外
国

籍
の
児
童
・
生
徒
が
在
籍
し
て
い
る
。
企
業

活
動
と
学
校
教
育
は
い
ず
れ
も
地
域
社
会
を

支
え
る
基
盤
で
あ
り
、
働
く
世
代
と
そ
の
家

族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
一

若
者
世
代
の
町
外
流
出
へ
の
対
応
、
特
に

転
出
後
の
関
係
人
口
の
創
出
に
つ
い
て
は
、

重
要
な
政
策
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、「
町
を
離
れ
た
後
に
ど
う
つ
な
が
り
続

け
る
か
」
が
重
要
で
あ
る
。

町
外
に
出
た
若
者
を
「
流
出
し
た
人
口
」

と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
将
来
Ｕ
タ
ー
ン
・

二
地
域
居
住
・
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
、
多
様

な
形
で
故
郷
と
関
わ
り
得
る
〝
人
的
資
産
〟

と
捉
え
る
視
点
が
重
要
で
、
国
の
地
方
創
生

政
策
の
中
で
も
整
理
さ
れ
、
総
務
省
も
関
係

人
口
創
出
を
地
域
持
続
性
の
重
要
要
素
と
し

て
位
置
付
け
て
い
る
。

一
方
で
、
関
係
人
口
の
創
出
と
維
持
は
、

行
政
、
地
域
、
家
庭
、
そ
し
て
何
よ
り
若
者

自
身
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
て
こ

そ
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
。

行
政
は
環
境
整
備
を
行
い
、
地
域
は
戻
っ

て
こ
ら
れ
る
風
土
を
守
り
、
家
庭
は
絆
を
育

み
、
若
者
は
自
ら
主
体
的
、
自
主
的
に
故
郷

と
関
わ
る
。
こ
の
〝
四
者
の
協
働
〟
に
よ
っ

て
初
め
て
、
持
続
的
な
関
係
人
口
は
形
成
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
だ

け
の
責
任
、
役
割
で
は
な
く
社
会
全
体
の
共

同
課
題
で
あ
る
。

議
会
活
動
報
告

３
月12

日　

第
３
回
全
員
協
議
会

町 

長

体
と
な
っ
て
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

ま
ず
は
、
地
域
共
生
に
向
け
た
課
題
や

ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
の
聞
き
取
り
調
査

を
実
施
し
対
策
に
取
組
み
た
い
。

当
面
の
対
応
策
と
し
て
、
ゴ
ミ
出
し
な
ど

生
活
ル
ー
ル
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
多
言

語
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
日
本
語
教
室

の
開
催
、
地
域
行
事
や
防
災
訓
練
な
ど
へ
の

参
加
の
呼
び
か
け
等
を
行
う
。
ま
た
、
学
校

現
場
に
お
い
て
も
、
児
童
・
生
徒
へ
の
き
め

細
か
な
支
援
、
多
文
化
共
生
を
テ
ー
マ
と
し

た
授
業
の
継
続
な
ど
、
引
き
続
き
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
学
び
、
保
護
者
も
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
環
境
整
備
を
進
め
て
い
き

た
い
。

國
枝　
誠
樹 

議
員

若
者
世
代
の
町
外
流
出
後
に
も
つ
な
が
り
つ

づ
け
る
関
係
人
口
創
出
に
つ
い
て

現
在
、
町
外
へ
転
出
し
た
若
者
と
の
継
続

的
な
接
点
は
ど
の
程
度
あ
る
の
か
。

地
域
で
育
ま
れ
た
愛
着
や
誇
り
を
、
将
来

の
Ｕ
タ
ー
ン
や
多
様
な
形
で
の
参
画
に
つ
な

げ
る
た
め
に
も
、
町
外
在
住
と
な
っ
た
若
者

と
継
続
的
に
関
わ
れ
る
制
度
設
計
が
必
要
で

は
な
い
か
。

若
者
が
町
を
離
れ
る
こ
と
を
「
損
失
」
と

捉
え
る
の
か
、
将
来
戻
る
可
能
性
を
持
つ

「
人
的
資
産
」
と
捉
え
る
の
か
。

揖
斐
川
町
と
し
て
、
転
出
後
の
若
者
と
の

関
係
維
持
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
、
今
後

ど
の
よ
う
な
施
策
を
講
じ
る
の
か
。
町
長
の

所
見
を
聞
き
た
い
。
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（４月１日付けの係長級以上の異動者と新採用者）令和８年度 揖斐川町人事異動令和８年度 揖斐川町人事異動
氏　名 新　　職 前　　職

部　長　級

栗 田 俊 彦 住民福祉部長 住民福祉部　次長兼健康福祉課
長兼地域包括支援センター長

小 森 　 明 産業建設部長兼公営企業経営
対策監 産業建設部　次長兼建設課技監

次　長　級

髙 橋 直 樹 総務部　次長兼財政課長 産業建設部　次長兼商工観光課
長

竹 山 信 博 総務部　次長兼総務課長 総務部　総務課長

土 屋 和 久 総務部　次長兼税務課長 総務部　税務課長

藤 原 　 弘 住民福祉部　次長兼住民生活
課長 会計管理者

森 田 健 司 産業建設部　次長兼建設課長
兼空家対策室長 岐阜県

竹 中 正 和 産業建設部　次長兼建設技監 産業建設部　建設課長

岡 部 治 久 産業建設部　次長兼上下水道
課長 産業建設部　上下水道課長

古 野 清 明 会計管理者兼会計課長 会計課長

課　長　級

清 水 善 之
住民福祉部　健康福祉課長兼
地域包括支援センター長兼地
域医療確保対策監

住民福祉部　健康福祉課　主幹

増 元 洋 成 産業建設部　農林振興課長 産業建設部　農林振興課　主幹

山 本 大 貴 産業建設部　商工観光課長 産業建設部　商工観光課　主幹

佐 竹 弥 生 教育委員会　学校教育課長 岐阜県

中 川 幸 治 教育委員会　社会教育課長 教育委員会　社会教育課　主幹

松 久 秀 紀 議会事務局長 教育委員会　社会教育課長

鷲 見 孝 之 谷汲振興事務所長兼地域振興
課長

谷汲振興事務所　地域振興課　
主幹

横 平 　 淳 春日振興事務所長兼地域振興
課長 住民福祉部　住民生活課長

髙 橋 良 尚 久瀬振興事務所長兼地域振興
課長

谷汲振興事務所長兼地域振興課
長

林 　 貴 義 藤橋振興事務所長兼地域振興
課長

産業建設部　建設課　主幹兼空
家対策室長

増 田 裕 子 住民福祉部　子育て支援課　
いび幼児園　園長（課長級）

住民福祉部　子育て支援課　い
び幼児園　園長（主幹級）

主　幹　級

岡 﨑 康 成 総務部　政策広報課　主幹 総務部　政策広報課　課長補佐

松 居 佑 樹 総務部　政策広報課　主幹 総務部　政策広報課　課長補佐

細 野 朋 洋 総務部　財政課　主幹 総務部　財政課　課長補佐

松 尾 和 由 総務部　総務課　主幹 総務部　総務課　課長補佐

加 納 和 貴 総務部　総務課　主幹 総務部　総務課　課長補佐

後 藤 竜 介 産業建設部　建設課　主幹 産業建設部　建設課　課長補佐

矢　野　陽一郎 産業建設部　農林振興課　主
幹

産業建設部　農林振興課　課長
補佐

宗 宮 孝 臣 産業建設部　農林振興課　主
幹

産業建設部　農林振興課　課長
補佐

宮 腰 美 和 教育委員会　社会教育課　主
幹

教育委員会　社会教育課　課長
補佐

宇佐美　みゆき 谷汲振興事務所　地域振興課　
主幹

総務部　総務課付（課長補佐級）
（養基小学校・養基保育所組合派
遣）

林 　 幸 世 住民福祉部　やまと・きたが
た幼児園　副園長（主幹級）

住民福祉部　子育て支援課　こ
ども家庭センター　保育士（主幹
級）

課長補佐級

土 本 雅 代 総務部　総務課　課長補佐 総務部　総務課　係長

山 本 智 代 総務部　税務課　課長補佐 総務部　税務課　係長

吉 田 美 貴 住民福祉部　住民生活課　課
長補佐 住民福祉部　住民生活課　係長

氏　名 新　　職 前　　職

田  村  美千子 住民福祉部　健康福祉課　揖
斐川保健センター　課長補佐

住民福祉部　健康福祉課　揖
斐川保健センター　係長

松  原  由美子
住民福祉部　健康福祉課付
（課長補佐級）（揖斐広域連合
派遣）

住民福祉部　健康福祉課付
（係長級）（揖斐広域連合派遣）

瀬 川 泰 子 住民福祉部　子育て支援課　
課長補佐

住民福祉部　住民生活課　課
長補佐

立 木 秀 和 産業建設部　建設課　課長補
佐 産業建設部　建設課　係長

原 　 武 弘 産業建設部　商工観光課　課
長補佐

住民福祉部　健康福祉課　地
域医療確保対策室　係長　

植  山  まりこ 教育委員会　学校教育課　課
長補佐 岐阜県

菅 原 昌 志 教育委員会　社会教育課　課
長補佐

住民福祉部　子育て支援課　
課長補佐

二 宮 　 焦 春日振興事務所　地域振興課　
課長補佐

産業建設部　農林振興課　係
長

廣  瀬  佳代子
住民福祉部　やまと・きたが
た幼児園　保育士（課長補佐
級）

住民福祉部　おじま幼児園　
保育士（係長級）

石 原 知 里 住民福祉部　いび幼児園　保
育士（課長補佐級）

住民福祉部　いび幼児園　保
育士（係長級）

細  野  真由美 住民福祉部　たにぐみ幼児園　
保育士（課長補佐級）

住民福祉部　やまと・きたが
た幼児園　保育士（係長級）

小 川 恵 子
住民福祉部　子育て支援課　
揖斐川子育て支援センター　
保育士（課長補佐級）　

住民福祉部　子育て支援課　
揖斐川子育て支援センター　
保育士（係長級）　

係　長　級

河 本 聖 子
総務部　総務課付（係長級）
（養基小学校・養基保育所組
合派遣）

春日振興事務所　地域振興課　
係長

松 原 沙 織 住民福祉部　健康福祉課　係
長

住民福祉部　健康福祉課　主
査

細 野 佳 奈 教育委員会　社会教育課　係
長 総務部　政策広報課　係長

中 島 　 恵 教育委員会　社会教育課　揖
斐川図書館　係長

藤橋振興事務所　地域振興課　
係長

川 本 美 和 教育委員会　社会教育課　揖
斐川健康広場　係長

教育委員会　社会教育課　揖
斐川図書館　係長

堀 　 　 　 篤 谷汲振興事務所　地域振興課　
係長 （役職定年）

馬 渕 真 二 藤橋振興事務所　地域振興課　
係長 （役職定年）

小 川 敏 貴 坂内振興事務所　地域振興課　
係長

教育委員会　社会教育課　揖
斐川健康広場　係長

今 井 る み 坂内振興事務所　地域振興課　
係長

藤橋振興事務所　地域振興課　
係長

磯 川 淳 子
住民福祉部　子育て支援課　
おじま幼児園　保育士（係長
級）

住民福祉部　子育て支援課　
たにぐみ幼児園　保育士（係
長級）

成 瀬 友 紀
住民福祉部　子育て支援課　
揖斐川子育て支援センター　
保育士（係長級）

住民福祉部　子育て支援課　
たにぐみ幼児園　保育士（係
長級）

新　採　用

河 合 涼 太 総務部　政策広報課　主事

北 村 亮 汰 総務部　税務課　主事

桐 山 晴 樹 住民福祉部　住民生活課　主
事

岡 﨑 英 里 住民福祉部　健康福祉課　主
事

永　山　真規子 産業建設部　農林振興課　主
事

所　　　ひなの 教育委員会　学校教育課　主
事

笠 原 聡 太 教育委員会　社会教育課　主
事

花 木 結 加 住民福祉部　やまと・きたが
た幼児園　保育士（主事級）

馬 場 玲 奈 住民福祉部　いび幼児園　保
育士（主事級）

川 瀬 彩 乃 住民福祉部　きよみず幼児園　
保育士（主事級）

𠮷 田　萌 花 住民福祉部　おじま幼児園　
保育士（主事級）

岡 部 怜 香 住民福祉部　たにぐみ幼児園　
保育士（主事級）

令和８年度　揖斐川町行政組織図
部・局 課 室等 担当業務

政策広報課 総合計画、地方創生、ふるさと寄附金、公共交通、広報誌
ホームページ、統計調査、移住定住、地域づくり、自治体
のデジタル化、高度情報化、ネットワーク管理　など

水源地域
ビジョン推進室

公有地化事務、生命の水と森の活動センター事業
電源立地対策交付金、藤橋城、徳山会館　など

企業誘致推進室 企業誘致、町有財産の総括管理
施設の利活用・除却、財産処分、土地開発基金　など

総　務　部 財　政　課 予算編成、地方交付税、町債、基金、公会計、財政計画
庁舎管理、入札・契約、財産区、情報公開　など

総　務　課 人事給与、職員管理、消防・防災、防犯、防災行政無線
交通安全、地域自治組織、選挙管理員会　など

税　務　課 町県民税・軽自動車税・固定資産税ほか税に関すること
町税の賦課徴収（国民健康保険税の徴収）　など

住民生活課
戸籍など窓口証明、国民健康保険、国民年金、福祉医療
後期高齢者医療、廃棄物処理、リサイクル対策、環境美化　
など

町　長 副町長 住民福祉部 健康福祉課
障がい者（児）福祉、高齢者福祉、精神保健福祉、生活保護
民生委員・児童委員、介護保険、地域包括支援センター　
など

保健センター 各種健診、予防接種、母子保健、診療所運営、健康づくり　
など

子育て支援課 児童福祉、児童手当、子育て支援、児童発達支援
幼児園の管理運営、子育て支援センター　など

建　設　課
道路・河川整備、災害復旧、町営住宅、公園管理、建築物申請
都市計画、道路・河川占用、林道事業、災害復旧、
土地改良事業、治山事業　など

産業建設部 上下水道課 上下水道施設の維持管理、水質保全、料金徴収　など

農林振興課
農業振興、農業委員会、畜産振興、土地改良団体、水産業、
鳥獣被害防止、林業振興、森林管理、森林計画事業、
鳥獣保護・狩猟、ジビエ、木育推進　など

空家対策室 空家の適正管理、空家の利活用、特定空家、
管理不全空家に関すること　など

商工観光課 商工業の振興、企業誘致・個業誘致、消費者行政、観光戦略、
海外戦略、観光イベント　など

振興事務所 地域振興課 住民票など窓口証明、消防・防災、施設管理
介護保険など各種申請等の受付　など

会計管理者 会　計　課 現金および有価証券の出納・保管に関すること、町内用度
証拠書類の保管　など

教育委員会 教育長 教育委員会
事務局 学校教育課 学校教育に関すること、通学区域の設置および変更

学校給食に関すること（給食センター）　など

社会教育課 生涯学習、青少年教育、公民館・図書館の管理運営、文化財
文化芸術振興、生涯スポーツ、いびがわマラソン　など

議　会 議会事務局 揖斐川町議会に関すること

こども家庭
センター 妊産婦、児童およびその家庭の福祉に必要な支援
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令和８年度　揖斐川町行政組織図
部・局 課 室等 担当業務

政策広報課 総合計画、地方創生、ふるさと寄附金、公共交通、広報誌
ホームページ、統計調査、移住定住、地域づくり、自治体
のデジタル化、高度情報化、ネットワーク管理　など

水源地域
ビジョン推進室

公有地化事務、生命の水と森の活動センター事業
電源立地対策交付金、藤橋城、徳山会館　など

企業誘致推進室 企業誘致、町有財産の総括管理
施設の利活用・除却、財産処分、土地開発基金　など

総　務　部 財　政　課 予算編成、地方交付税、町債、基金、公会計、財政計画
庁舎管理、入札・契約、財産区、情報公開　など

総　務　課 人事給与、職員管理、消防・防災、防犯、防災行政無線
交通安全、地域自治組織、選挙管理員会　など

税　務　課 町県民税・軽自動車税・固定資産税ほか税に関すること
町税の賦課徴収（国民健康保険税の徴収）　など

住民生活課
戸籍など窓口証明、国民健康保険、国民年金、福祉医療
後期高齢者医療、廃棄物処理、リサイクル対策、環境美化　
など

町　長 副町長 住民福祉部 健康福祉課
障がい者（児）福祉、高齢者福祉、精神保健福祉、生活保護
民生委員・児童委員、介護保険、地域包括支援センター　
など

保健センター 各種健診、予防接種、母子保健、診療所運営、健康づくり　
など

子育て支援課 児童福祉、児童手当、子育て支援、児童発達支援
幼児園の管理運営、子育て支援センター　など

建　設　課
道路・河川整備、災害復旧、町営住宅、公園管理、建築物申請
都市計画、道路・河川占用、林道事業、災害復旧、
土地改良事業、治山事業　など

産業建設部 上下水道課 上下水道施設の維持管理、水質保全、料金徴収　など

農林振興課
農業振興、農業委員会、畜産振興、土地改良団体、水産業、
鳥獣被害防止、林業振興、森林管理、森林計画事業、
鳥獣保護・狩猟、ジビエ、木育推進　など

空家対策室 空家の適正管理、空家の利活用、特定空家、
管理不全空家に関すること　など

商工観光課 商工業の振興、企業誘致・個業誘致、消費者行政、観光戦略、
海外戦略、観光イベント　など

振興事務所 地域振興課 住民票など窓口証明、消防・防災、施設管理
介護保険など各種申請等の受付　など

会計管理者 会　計　課 現金および有価証券の出納・保管に関すること、町内用度
証拠書類の保管　など

教育委員会 教育長 教育委員会
事務局 学校教育課 学校教育に関すること、通学区域の設置および変更

学校給食に関すること（給食センター）　など

社会教育課 生涯学習、青少年教育、公民館・図書館の管理運営、文化財
文化芸術振興、生涯スポーツ、いびがわマラソン　など

議　会 議会事務局 揖斐川町議会に関すること

こども家庭
センター 妊産婦、児童およびその家庭の福祉に必要な支援
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令和８年度資源回収実施予定について

倒壊などのおそれがある空家の除却工事費用の一部を補助します

　各地区の小中学校などにおいて次のとおり資源回収を実施します。ご協力をお願いします。
　なお、天候などにより日程が変更になることがありますので、ご注意ください。

■回収するもの
　新聞紙、雑誌、段ボール、布など（エコステーションでは、ペットボトルキャップも回収します）
■小・中学校日程
　北和中学校・北方小学校（合同開催）	 揖斐小学校			   小島小学校
　５月17日（日）、11月15日（日）	 	 ５月30日（土）、10月17日（土）	 ５月10日（日）、11月１日 (日）
　揖斐川中学校				    谷汲中学校・谷汲小学校
　８月22日（土）、令和９年３月13日（土）	 	 随時回収
■いびがわミズみずエコステーション（℡22-1732）日程
　①回収時間	 10時～15時
　②回収場所	 揖斐川町白樫 内田木材工業
　③実施日	 ４月25日（土）、５月23日（土）、６月27日（土）、７月25日（土）、８月29日（土）、９月26日（土）、
　	 	 10月31日（土）、11月28日（土）、12月26日（土）、令和９年１月30日（土）、２月27日（土）、３月27日（土)
■�いびがわエコドームの資源ごみ回収は、積雪による屋根の破損により、当面の間中止します（再開の日程が決まり次第
お知らせいたします）。
　�缶類、ビン類、ペットボトル、プラスチック製容器包装は、各地区の集積所へ、決められた日に搬入をお願いします。
新聞、雑誌、段ボール、衣類は、お近くの資源回収ボックスの利用をお願いします。

　資源回収の時間や詳しいお問い合せは、各団体へお願いします。
　なお、令和８年度資源回収実施予定は、町ホームページでも確認できます。

問 住民生活課　℡22-2788

　地域の良好な生活環境の保全と住民の安心な暮らしを確保するため、老朽化して倒壊などのおそれがある危険な空家
の除却を行う者に対し、工事費用の一部を補助します。

１．申請者　空家の所有者若しくは相続人または当該空家が存する土地の所有者若しくは相続人とする。
２．対象となる空家
　　�空家等対策の推進に関する特別措置法第２条第２項に規定する特定空家またはそれに準ずる地域の自治会から除却
要請がある空家のうち、次の全てに該当する空家とする。

　　①国、地方公共団体または独立行政法人等が所有権を有していないもの。
　　②個人が所有するもの。
　　③�所有権以外の権利が設定されていないものまたは空家等の除却について所有権その他権利を有する者の同意を得

ているもの。
　　④管理が行き届いておらず、空家である期間がおおむね１年以上のもの。
　　⑤損壊等により、道路や周辺の家屋等に支障を来すおそれのあるもの。
　　⑥道路改良その他公共事業による移転または建替えの補償対象となっていないもの。
　　⑦�店舗、倉庫、小屋、納屋、公民館、集会施設、神社、寺院の除却でないもの。ただし、専用住宅と併設されてい

るものは除く。
３．対象となる工事
　　①補助金の交付決定日の属する年度の２月末日までに支払いまで完了するもの。　②全部を除却するもの。
４．対象にならない工事
　　①補助金の交付決定日の前に着工したもの。　②門扉および塀の撤去に係るもの。
　　③他の公的な制度による補助金等の支給を受けているもの。
５．補助額・上限額
　　①補助対象工事費に３分の１を乗じて得た額（千円未満切捨て）　②上限50万円
６．注意事項
　　①工事着工前に申請すること。
　　②�施工業者は、建設業法第３条に規定する土木工事業、建築工事業、解体工事業の許可を受けている業者に限る。
７．受付開始　
　　５月１日（金）
　　※受付件数に限りがあります。また、補助にあたり条件がありますので、詳細はお問い合せください。

問 建設課　℡22-2801
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こども食堂支援事業費補助金の交付団体募集

保育士等修学資金貸付制度のご案内

　こどもの健やかな成長を育むとともに、こどもたちの交流を目的として食事の提供等を行う「こども食堂」を運営す
る団体に対し、予算の範囲内において「揖斐川町こども食堂支援事業費補助金」を交付することとし、令和８年度の補
助金交付団体を次のとおり募集します。

１．申請期間	 ５月１日（金）から５月29日（金）まで
２．対象団体	 以下の要件を全て満たす団体とします。
　　・こども食堂を１年以上継続して実施する意思および能力を有すると認められること。
　　・揖斐川町内に活動拠点を有すること。　・組織および運営に関する事項を定めた会則、規約等があること。
　　・政治的または宗教的な活動を目的とする団体でないこと。　・活動内容が公序良俗に反するものでないこと。
　　・町税を滞納していないこと。　・暴力団、暴力団員等に該当しないこと。
３．対象事業	 以下の要件を全て満たす事業とします。
　　・揖斐川町内で実施するこども食堂であること。
　　・�ひとり親家庭や低所得子育て世帯等のこどもをはじめとする多様かつ複合的な困難に直面しているこどもを主な

対象とすること。
　　・こどもに対し、調理した食事の提供のほか、学習支援やレクリエーション活動の場の提供等を行うこと。
　　・こども食堂を原則として月１回以上または夏休み期間中に８日以上実施すること。
　　・実施１回当たりにおいて、こどもに対し、のべ５食以上の食事を提供すること。
　　・１食当たりの料金は無料または食材費等の実費相当額とすること。
　　・�日頃からこども家庭センター等の相談機関や学校等との連携を図り、支援が必要なこどもおよび保護者を発見し

た場合は適切な対応を図ること。
４．補助金の限度額等
　　①新設または拡充されるこども食堂事業（開設経費補助）	 600,000円
　　②こども食堂事業（運営経費補助）	 	 	 300,000円
　　※申請書類および補助対象経費等については、町ホームページで確認してください。
　　※�申請に当たっては、必ず子育て支援課に事前相談を行ってください。相談時に活動内容を詳しくお伺いします。
　　※審査の結果、補助金交付団体として認められないこともあります。
　　※�補助金交付団体からの申請額の合計が令和８年度予算額を上回る場合、補助金交付決定額は、各団体が希望する

金額を下回ることがあります。

問 子育て支援課　℡22-2791

　揖斐川町立の幼児園（保育所型認定こども園）等で保育士として勤務する意思のある学生に対して、返還免除規定のあ
る修学資金を貸付け、大学等での修学を支援します。

１．対象者	 以下のいずれにも該当する方
　　（１）大学、短期大学で保育士・幼稚園教諭の養成課程に在学している方
　　　  （全国の大学等を対象にしていますので、町内に住民票がない方も利用できます。）
　　　  （卒業時に保育士資格・幼稚園教諭免許の両資格・免許を取得していることが必要です。）
　　（２）卒業後、揖斐川町立の幼児園等で保育士として勤務し、引き続き５年以上勤務する意思のある方
　　　  （町立幼児園等の勤務にあたっては揖斐川町職員採用試験を受験していただきます。）
２．貸付金額	 月額５万円、無利子で最長２年間（120万円を限度とします。）
３．募集人数	 ３名　所得要件は設けていません。
４．返還の猶予	 （１）大学等に在籍しているとき
	 	 （２）卒業後１年以内に町立幼児園等に勤務し、引き続き勤務を続けているとき
	 	 （３）災害、病気、負傷等やむを得ない理由により返還が困難であると町長が認めたとき
５．返還の免除	 （１）町立の幼児園等に保育士として５年以上勤務した場合
	 	 （２）対象者の死亡または心身の故障により業務に従事できなくなった場合
	 	 ※�上記「返還の猶予」および「返還の免除」に係る条件等を履行できなかった場合は、全額修学資金

を返還していただきます。
６．申込期限	 ５月１日（金）～５月29日（金）
７．申込方法	 申込書類一式と論文（1,200文字以内）を提出
	 	 （様式等は５月１日（金）から子育て支援課で配布。町ホームページからダウンロードもできます。）
８．選考方法
　　提出いただいた論文の審査のほか、面接試験および教養試験を実施のうえ、厳正に審査・選考を行います。

問 子育て支援課　℡22-2791
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犬の登録と狂犬病予防接種集合注射のおしらせ （春日・久瀬・藤橋・坂内地区）
　狂犬病予防法により、飼い犬には、生涯１回の登録と年１回の狂犬病予防注射の接種が義務づけられています。揖斐川町
では次の日程で犬の登録と狂犬病予防注射を実施しますので、最寄りの会場で受けてください。現在、台帳に登録されてい
る飼い主の方には、別途はがきでご案内しますので、当日必ずご持参ください。

■対象犬	 生後91日以上の全ての犬（室内犬、小型犬問わず）
■料　金	 新規登録　１頭あたり　6,500円（新規登録料：3,000円＋注射料金：3,500円）
	 登録済犬　１頭あたり　3,500円（注射代2,950円+注射済票発行手数料550円）
	 ※昨今の原材料費・人件費等の高騰により、注射代が300円上がります。
【注意事項】　・飼い主・住所など登録事項の変更や、犬が死亡したときは、事前に変更届を出してください。
　　　　　　・鑑札・注射済票をお持ちの上、揖斐川町役場住民生活課または各振興事務所地域振興課までお越しください。
　　　　　　・狂犬病予防注射の会場などでのフンは、飼い主が始末してください。	

地域 月　日 実 施 場 所 実 施 時 間

久
　
　
　
瀬

5月26日
（火）

公正公民館前 10：00～10：20
大西精工前（樒平） 10：25～10：35
外津汲集会場前 10：40～10：50
日坂公民館前 11：05～11：20
樫原集会所前（森下・九戸坂） 11：35～11：45
小津公民館前 13：10～13：30
久瀬振興事務所前 13：40～14：00

坂
　
　
内

5月27日
（水）

諸家三叉路 10：00～10：15
坂内生活改善センター前 10：30～10：40
川上集会場前 11：00～11：15
広瀬集会所前 11：25～11：50

藤
橋

5月27日
（水） 藤橋振興事務所駐車場 13：00～13：25

地域 月　日 実 施 場 所 実 施 時 間

春
　
　
　
日

5月28日
（木）

滝集会所付近 10：00～10：10
樫多目的集会所付近 10：20～10：25
上ヶ流製茶工場前 10：30～10：40
下ヶ流多目的集会所前 10：50～11：05
香六班消防車庫前 11：15～11：25
旧春日公民館前 11：35～11：45
高齢者コミュニティセンター前 12：50～13：10
揖斐川町ふれあいバス
古屋停留所付近 13：30～13：35

春日振興事務所前 13：50～14：00

※登録者への案内ハガキは、注射日の２週間ほど前に発送します。ハガキの内容をお確かめの上、お越しください。
※動物病院で注射を打つ場合でも、病院にハガキをご持参ください。

問 揖斐川町役場 住民生活課　　℡22-2788
　 春日振興事務所 地域振興課　℡57-2111　　久瀬振興事務所 地域振興課　℡54-2111
　 藤橋振興事務所 地域振興課　℡52-2111　　坂内振興事務所 地域振興課　℡53-2111

メタバース相談室事業「西美濃地域メタバース相談室」を始めます
「孤独だ」、「人に会うのが怖い」、そう感じることはありませんか。
西濃の市町合同で、メタバース上の相談の場を設置します。メタ
バースとはインターネット上の仮想空間で、キャラクターを使って、
人と顔を合わせずに交流することができます。
仮想空間で、アバターを通じて誰かと同じ空間にいたり、チャッ
ト等でお話したりしませんか。
交流日は、市町の紹介や各種案内のほか、クイズや座談会を行い
ます。話さずに、空間にいるだけでも大丈夫です。ご自身のペースでご参加ください。
相談日は、チャットや音声で保健師や社会福祉士等に相談できます。
※�事前申込制です。下の二次元コードから大垣市のHPにつながります。そこからご希望の日の申込みをし
てください。　
※申込みには、ニックネーム等が必要です。

【 5月～7月の開催日程】
メタバース交流日　　　　　　　　　　　　メタバース相談日【1回50分・時間帯予約制】
月 15:00～17:00 19:00～21:00 月 15:00～17:00 19:00～21:00
5月 19日（火） 28日（木） 5月 21日（木） 29日（金）
6月 3日（水） 18日（木） 6月 10日（水） 25日（木）
7月 2日（木） 17日（金） 7月 9日（木） 24日（金）

＜申込二次元コード＞

問 健康福祉課　℡22-2790
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木造住宅の耐震対策支援を行っています
　今後起こり得る地震災害に備え、地震に強い安全なまちづくりを目指して、木造住宅の耐震対策支
援を実施しています。

●木造住宅耐震診断事業�
　「耐震診断」とは建物が持つ構造状態を評価し、耐震性能を判定することです。耐震診断を実施することで、
お住まいの木造住宅の耐震性能を確認することが可能です。この機会に実施してみてはいかかでしょうか。
※当事業では「一般診断法」による耐震診断となります。
■対象となる木造住宅	 補助対象となる住宅は次のとおりです。
　	 	 	 ①一戸建て、長屋および共同住宅（昭和56年５月31日以前に建築された木造住宅）
　	 	 	 ②店舗併用住宅の場合は、延べ面積の半分以上が住宅として使用されているもの
■申請者の負担額	 無料
■受付棟数	 	 10棟
■受付期間	 	 ５月１日（金）　※先着順となりますのでご了承ください。

●木造住宅耐震改修工事補助事業（補強）�
　前年度までに耐震診断を実施し、その結果、「倒壊のおそれあり」とされた住宅の補強改修工事を所有者が実
施するにあたり、経費の一部を補助するものです。
■対象となる改修工事	 ①岐阜県木造住宅耐震相談士が耐震改修に関する設計および工事監理を実施する工事。
　	 	 	 ②改修工事によって建物評点が一定以上となることが見込まれる工事。
　	 	 	 ただし、町承諾後の着工で事業年度内に工事が終了し、支払い完了できること。
■補助金額	 	 対象工事費の最大61.5％
	 	 	 �（最大208万９千円。改修の方法により、補助金額が変わりますので、詳しくはおたず

ねください。）
■受付開始日	 	 ５月１日（金）　※受付件数に限りがあります。
　	 	 	 補助にあたり条件がありますので、詳細はお問い合せください。

●木造住宅耐震改修工事補助事業（除却）�
　前年度までに耐震診断を実施し、その結果、「倒壊のおそれあり」とされた現に居住している一戸建て住宅の
除却工事を所有者が実施するにあたり、経費の一部を補助するものです。
■対象となる除却工事	 除却工事費（除却設計・工事監理費含む。）
　	 	 	 ただし、町承諾後の着工で事業年度内に工事が終了し、支払い完了できること。
■補助金額　	 	 対象工事費の23％（最大97万８千円）
■受付開始日　　	 ５月１日（金）　※受付件数に限りがあります。
　	 	 	 補助にあたり条件がありますので、詳細はお問い合せください。

問 建設課　℡22-2801
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き
る
よ
う
に
残
り
の
任
期
も
両

町
の
懸
け
橋
と
し
て
全
力
で
走
り
抜
け
ま
す
。

�

（
芽
室
町
魅
力
創
造
課　
岩
﨑
）

【
派
遣
、
２
年
目
と
な
り
ま
し
た
。】

▲
かっぱの河太郎を窓口に設置しました

め
む
ろ
だ
よ
り

▲
� 芽室町公式フェイスブックでは
町の情報をどんどんお届け！
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■
１
次
試
験

　

日
時　

６
月
28
日（
日
）

　

場
所　

揖
斐
川
町
役
場

　

内
容　

教
養
試
験
、
事
務
適
性
検
査
ほ
か

■
１
次
試
験
発
表　
　

７
月
中
旬

■
２
次
試
験　
　
　
　

８
月
上
旬

　

内
容　

個
別
面
接
試
験
、
集
団
面
接
試
験

■
最
終
合
格
発
表　
　

９
月
上
旬

■
応
募
方
法

　

受
付
期
間
中
に
次
の
書
類
を
役
場
総
務
課

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
試
験
申
込
書（
役
場
総
務
課
備
え
付
け
）

・�

履
歴
書（
Ａ
３
サ
イ
ズ
の
市
販
の
履
歴
書

を
用
い
、
カ
ラ
ー
写
真
を
貼
付
）

・
卒
業（
見
込
）証
明
書

・
有
資
格
者
の
場
合
は
免
許
証
等
の
写
し

問
総
務
課

　

℡
２
２

－
２
１
１
３

  

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員（
子
育
て
援
助

活
動
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
の
募
集

　

揖
斐
川
町
で
は
、
次
の
と
お
り
会
計
年
度

任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
種

　

子
育
て
援
助
活
動
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
）

■
勤
務
場
所

　

揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

■
応
募
資
格

　

子
育
て
親
子
の
支
援
に
関
し
て
意
欲
の
あ

る
者

■
雇
用
期
間

　

６
月
１
日
～
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

  

揖
斐
川
町
職
員
を
募
集
し
ま
す

【
令
和
９
年
度
採
用
】

　

揖
斐
川
町
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

一
般
行
政（
大
学
・
短
大
卒
業
程
度
）

〇
応
募
資
格

　

令
和
９
年
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
満
30

歳
以
下
の
方
で
、
大
学
・
短
期
大
学
を
卒
業

ま
た
は
令
和
９
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方

社
会
人
（
一
般
行
政
・
土
木
）

〇
応
募
資
格

　

令
和
９
年
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
満
22

歳
以
上
40
歳
以
下
の
方
で
、
通
算
し
て
３
年

以
上
社
会
人
経
験
が
あ
る
方

管
理
栄
養
士

〇
応
募
資
格

　

令
和
９
年
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
満
30

歳
以
下
の
方
で
、
管
理
栄
養
士
の
資
格
を
有

す
る
方
、
ま
た
は
令
和
８
年
度
内
に
資
格
取

得
見
込
み
の
方

保
育
士

〇
応
募
資
格

　

令
和
９
年
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
満
40

歳
以
下
の
方
で
、
保
育
士
と
な
る
資
格
を
有

し
、
保
育
士
登
録
簿
に
登
録
し
た
方
ま
た
は

令
和
８
年
度
内
に
そ
の
登
録
見
込
み
の
方

■
募
集
人
員

　

一
般
行
政（
大
学
・
短
大
卒
業
程
度
）

�

３
名
程
度

　

社
会
人（
一
般
行
政
・
土
木
）�

若
干
名

　

管
理
栄
養
士�

若
干
名

　

保
育
士�

３
名
程
度

■
受
付
期
間

　

４
月
20
日（
月
）～
５
月
25
日（
月
）

  

町
有
地
除
草
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す

　

町
有
地
の
草
刈
り
を
実
施
し
て
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
ま
す
。
町
有
地
を
適
正
に
維

持
し
て
い
く
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
申
請
方
法

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳
細
を
ご
確
認
い
た

だ
き
、「
町
有
地
除
草
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
申
請

書
」
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
対
象

・
個
人
ま
た
は
地
域
住
民
で
構
成
す
る
団
体

・
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
18
歳
以
上
の
方

・
刈
払
機
な
ど
を
適
正
に
使
用
で
き
る
方

・
心
身
と
も
健
康
な
方

■
除
草
箇
所

・
和
田
南
町
営
住
宅
跡
地

・
旧
春
日
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
旧
名
鉄
揖
斐
線
廃
線
路
敷

・
エ
コ
ド
ー
ム
東

・
旧
徳
山
ダ
ム
管
理
所
跡
地

■
募
集
期
間

　

５
月
11
日（
月
）～
５
月
22
日（
金
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

■
報
酬　
30
円
／
㎡（
除
草
、
集
草
、
処
分
）

※�

刈
っ
た
草
を
指
定
の
事
業
者
で
処
分
し
た

場
合
、
町
で
処
分
費
を
負
担
し
ま
す
。

■
そ
の
他

・
町
で
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
し

ま
す
。

問
企
業
誘
致
推
進
室 

℡
２
２

－

６
８
５
１

■
給
与　
時
給
１
２
９
２
円

■
勤
務
時
間
等　
月
～
金
曜
日　

　
　
　
　
　
　
　

８
時
30
分
～
16
時
30
分

■
募
集
人
数　
１
名

■
応
募
方
法

　

履
歴
書（
市
販
の
用
紙
）に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、子
育
て
支
援
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
期
限　
５
月
15
日（
金
）必
着

問
子
育
て
支
援
課　

℡
２
２

－

２
７
９
１

 

揖
斐
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
職
員
の
募
集

　

揖
斐
川
町
で
は
、
次
の
と
お
り
会
計
年
度

任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
種　
施
設
管
理
人

■
勤
務
場
所　
揖
斐
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

■
業
務
内
容

　

揖
斐
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
の
受
付
・

施
設
管
理
・
重
機
運
転
を
含
む
軽
作
業

■
応
募
資
格

　

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習
終
了
証

お
よ
び
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
ー
等
運
転
技
能
講

習
終
了
証
を
有
す
る
者

■
雇
用
期
間

　

6
月
1
日
～
令
和
9
年
3
月
31
日
ま
で

■
勤
務
時
間　
月
～
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

8
時
30
分
～
16
時
30
分

■
給
与　
時
間
給
１
，
２
６
３
円

■
募
集
人
数　
1
名

■
応
募
方
法

　

履
歴
書（
市
販
の
用
紙
）に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
役
場
住
民
生
活
課
環
境
衛
生
係
窓

口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
期
限　
5
月
15
日（
金
）

問
住
民
生
活
課　

℡
２
２

－

２
７
８
８
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令
和
８
年
度
留
守
家
庭
児
童
教
室

（
夏
休
み
期
間
）
の
入
室
申
請
に
つ
い
て

　

令
和
８
年
度
留
守
家
庭
児
童
教
室（
夏
休

み
期
間
）へ
の
入
室
を
希
望
さ
れ
る
保
護
者

の
方
は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
児
童　

　

町
内
在
住
の
小
学
校
一
年
生
～
六
年
生
の

児
童
の
う
ち
、保
護
者
の
就
労
等
の
事
情
で
、

昼
間
に
児
童
の
面
倒
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
家
庭
の
児
童
で
、
左
記
要
件
を
全
て
満
た

し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

①
月
に
15
日
以
上
就
労
等
し
て
い
る
こ

②
就
労
等
に
よ
り
保
護
者（
祖
父
母
等
含
む
）

が
昼
間
留
守（
お
お
む
ね
朝
８
時
か
ら
午
後

３
時
以
降
ま
で
）と
な
る
児
童
で
、
開
設
場

所
ま
で
児
童
を
送
迎
で
き
る
家
庭

■
開
室
期
間
・
時
間

・
７
月
21
日（
火
）～
８
月
26
日（
水
）

　

８
時
～
18
時（
土
・
日
・
祝
日
、
８
月
13
日
、

14
日
は
除
く
） 

■
利
用
料
金

・
利
用
料　

９
０
０
０
円（
７
・８
月
利
用
）

　
　
　
　
　

４
５
０
０
円（
ひ
と
月
の
み
）　

・
保
険
料　

８
０
０
円

　

利
用
料
・
保
険
料
は
９
月
14
日（
月
）に
口

座
振
替
し
ま
す

・
別
途
「
お
や
つ
代
」
と
し
て
１
０
０
０
円

が
必
要
で
す

■
申
請
及
び
提
出
方
法　

①
入
室
希
望
者
…
役
場
子
育
て
支
援
課

　

窓
口
ま
た
は
各
留
守
家
庭
児
童
教
室
で
申

請
書
類
を
入
手
し
、必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

役
場
子
育
て
支
援
課
窓
口
へ
提
出

②
既
入
室
者
…
申
請
不
要
で
利
用
が
可
能

■
そ
の
他

・
申
請
書
類
は
、
揖
斐
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
受
付
期
間

　

５
月
11
日（
月
）～
５
月
29
日（
金
）

問
子
育
て
支
援
課　

℡
２
２

－

２
７
９
１

  

み
ん
な
で
つ
く
る「
小
さ
な
一
歩
」

応
援
事
業
へ
の
申
請
団
体
募
集
中
！

　

地
域
の
特
性
や
資
源
な
ど
を
活
か
し
て
、

地
域
の
課
題
を
解
決
し
、
地
域
を
元
気
に
す

る
新
た
な
取
組
み
を
行
う
団
体
を
支
援
す
る

た
め
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
を
検
討
さ
れ
る
団
体
の
方
は
、
お
早

め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
対
象
事
業　

【
一
般
事
業
】

・�

地
域
の
課
題
を
自
分
た
ち
で
解
決
し
よ
う

と
す
る
事
業

・�

地
域
資
源
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
事
業

な
ど

【
地
域
づ
く
り
特
別
事
業
】

・
課
題
解
決
の
た
め
に
実
施
す
る
事
業

・�

地
域
資
源
の
活
用
の
た
め
に
実
施
す
る
事

業
な
ど

■
補
助
対
象
者

・
町
で
定
め
る
要
件
を
満
た
す
団
体

■
補
助
金
額

【
一
般
事
業
】

・
１
事
業
に
つ
き
上
限
20
万
円

　
　
　

補
助
率
10
分
の
10
以
内

【
地
域
づ
く
り
特
別
事
業
】

・
１
事
業
に
つ
き
上
限
50
万
円

　
　
　

補
助
率
２
分
の
１
以
内

※�

予
算
の
範
囲
内
で
、
審
査
の
結
果
を
ふ
ま

え
、
額
を
決
定
し
ま
す
。

問
政
策
広
報
課　

℡
２
２

－

２
１
１
２

  

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す

○
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
補
助
事
業

　

老
朽
化
や
劣
化
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
は
、

地
震
等
に
よ
り
倒
壊
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

倒
壊
に
よ
る
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
撤

去
費
用
に
つ
い
て
補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等　

①�

国
・
県
道
お
よ
び
町
管
理
道
路（
通
学
路

を
含
む
）に
接
し
て
い
る
こ
と

②�

道
路
地
盤
面
か
ら
高
さ
60
㎝
以
上
で
あ
る

こ
と

※�

私
道
お
よ
び
民
地
境
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
は

対
象
外

■
補
助
対
象
の
工
事

①�

道
路
地
盤
面
か
ら
の
高
さ
を
40
㎝
以
下
に

切
り
下
げ
る
、
も
し
く
は
撤
去
す
る
工
事

※�

原
則
、
同
一
敷
地
内
の
道
路
に
接
面
す
る

場
所
に
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
は
全
て
工
事

対
象
と
す
る
こ
と

②�

前
面
道
路
が
建
築
基
準
法
第
42
条
第
２
項

に
該
当
す
る
場
合
は
後
退
範
囲
内
に
お
い

て
全
撤
去
と
す
る

■
補
助
額
・
上
限
額　

①
補
助
対
象
事
業
費
の
２
分
の
１

②
上
限
10
万
円

■
注
意
事
項　

①�

補
助
し
た
同
一
敷
地
内
の
道
路
に
接
面
す

る
場
所
に
再
度
災
害
に
つ
な
が
る
恐
れ
の

あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を
設
置
し
な
い
こ
と

②
工
事
着
工
前
に
申
請
す
る
こ
と

③�

施
工
業
者
は
、
建
設
業
法
第
３
条
第
１
項

の
許
可
を
受
け
た
建
設
業
者
に
限
る

※
受
付
件
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

※�

補
助
に
あ
た
り
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課　

℡
２
２

－

２
８
０
１

 

障
が
い
に
関
す
る
相
談

　

日
常
生
活
で
の
困
り
事
や
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
、
相
談
支
援
事
業

者
に
よ
る
巡
回
相
談
お
よ
び
身
体
障
害
者
相

談
員
に
よ
る
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

■
日
時

　

５
月
12
日（
火
）

　

①
10
時
～　

②
11
時
～（
１
件
約
50
分
）　

■
場
所　

　

揖
斐
川
町
役
場　

第
１
会
議
室（
１
階
）

問
健
康
福
祉
課　

℡
２
２

－

２
７
９
０

 

岐
阜
県
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
６
月
１
日（
月
）で

す
。
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書（
５

月
７
日
発
送
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
岐
阜
県
自
動
車
税
事
務
所

　

℡
０
５
８

－

２
７
９

－

３
７
８
１
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寿
長
ご

さ
ん

3
月
の

こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を

受
け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長

生
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

森
もり

本
もと

 みさ
お

 さん
95歳（北方）

粟
あわ

野
の

 小
さ

夜
よ

子
こ

 さん
95歳（小島）

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
秋
か
ら
の
剪
定
予
約
受
付
開
始

　

９
月
か
ら
の
剪
定
作
業
の
予
約
受
付
を
、

５
月
18
日（
月
）よ
り
開
始
し
ま
す
。
年
内
に

実
施
可
能
な
件
数
は
１
０
０
件
程
度
で
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
尚
、
作
業
月
の
指
定
、
会
員
の
指
名

は
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
８
月
ま
で
の
剪
定
に
つ
い
て
は
、
随
時

受
付
し
て
い
ま
す
。

■
お
仕
事
の
受
付

　

自
分
で
は
無
理
だ
が
プ
ロ
に
頼
む
ま
で
も

な
い
仕
事
な
ど
、お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ま
ず
は
お
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
仕
事
例
）

＊
草
刈
り
・
草
取
り　

＊
庭
木
剪
定

＊
襖
・
障
子
・
網
戸
張
り　

＊
社
内
清
掃

＊
資
源
ゴ
ミ
等
の
分
別　

＊
軽
作
業

＊
病
院
等
の
付
き
添
い

＊�

家
事
援
助（
洗
濯
、
掃
除
、
窓
拭
き
、
買
い

物
、
片
付
け
等
）

そ
の
他
の
仕
事
も
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
会
員
募
集

　

令
和
８
年
度
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
60
歳
以
上
で
就
業
の
機
会
を
お
探
し
の

方
は
、
お
気
軽
に
『
事
業
お
よ
び
入
会
説
明

会
』
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

《
今
月
の
事
業
お
よ
び
入
会
説
明
会
》

　

５
月
12
日（
火
）、
27
日（
水
）　

　

10
時
～（
約
１
時
間
）※
要
予
約

問�（
公
社
）揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

℡ 

２
３

－

０
９
０
７

  

よ
り
よ
い
川
づ
く
り
の
た
め

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
で
は
、
河

川
整
備
、
河
川
の
利
用
、
河
川
環
境
に
関
す

る
地
域
の
皆
さ
ん
の
要
望
を
十
分
把
握
す
る

と
と
も
に
、
河
川
愛
護
思
想
の
普
及
啓
発
を

図
る
た
め
、
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
委
嘱
し

て
い
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
に
つ
い
て
も
、
木
曽
川
上
流

河
川
事
務
所
で
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

■
募
集
期
間　
５
月
７
日
～
５
月
13
日
ま
で

■
募
集
人
員　
４
名（
予
定
）

■�

応
募
資
格　
20
歳
以
上
で
木
曽
川
上
流
河

川
事
務
所
管
内
の
河
川（
揖
斐
川
、
根
尾

川
）の
近
隣
に
お
住
ま
い
の
方

　

�　

川
に
接
す
る
機
会
が
多
く
河
川
愛
護
に

関
心
の
あ
る
方

■
手
当　
未
定

（
参
考
：
令
和
７
年
度
月
額
４
，５
８
０
円
）

■
委
嘱
期
間　
令
和
８
年
７
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
９
年
６
月
30
日
ま
で

（
た
だ
し
、
制
度
改
正
等
に
よ
り
期
間
満

了
以
前
に
委
嘱
を
終
了
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。）

問
国
土
交
通
省
木
曽
川
上
流
河
川
事
務
所

　

占
用
調
整
課

　

℡
０
５
８

－

２
５
１

－

１
３
２
６

〇�

詳
細
は
、
木
曽
川
上
流
河
川
事
務
所

　

�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ https://w

w
w

.cbr.m
lit.

go.jp/kisojyo/ 

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

こ
と
ぶ
き
大
学
学
級
生
募
集

町
で
は
、
生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
社
会

教
育
学
級
「
こ
と
ぶ
き
大
学
」
を
、
６
月
か

ら
年
間
８
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
で
楽
し
く
学
習
で
き
る
よ
う
、
さ

ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
の
講
座
を
計
画
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
ぜ
ひ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
対
象　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方

■
場
所　
主
に
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

■�

内
容　
体
を
動
か
し
て
健
康
体
操
、
発
声

し
て
リ
ズ
ム
を
楽
し
む
な
ど

■
年
会
費　
１
、０
０
０
円

※�

申
込
用
紙
は
、
役
場
３
階
社
会
教
育
課
お

よ
び
、
各
振
興
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

問

社
会
教
育
課　

℡
２
３

－

０
１
２
４

髙
たか

橋
はし

  卓
たかし

 さん
95歳（東横山）

※�

次
の
方
は
お
名
前
の
み
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

高た
か

橋は
し　

 

久ひ
さ

子こ 

さ
ん（
乙
原
）　

100
歳

髙た
か

橋は
し 

コ
ス
ヱ 

さ
ん（
小
島
）　

100
歳
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窓口だより窓口だより

【発行】揖斐川町　　【編集】総務部政策広報課
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▶マイナンバー
　カードの申請
　はこちら

▶証明書の
　オンライン申請
　はこちら

窓口では、婚姻、養子縁組などの戸籍届出に来られた方の本人確認を行っています。（詳細は町のホームページに掲載）
広報掲載希望の方は届出の際、窓口にて「広報掲載申込書」をお出しください。

人口（対前月比） 男 女 世帯数（対前月比）

合　　 計 18,152（△�63） 8,787 9,365 7,740（� 0）
揖斐川地域 13,987（△�41） 6,805 7,182 5,737 （� 4）
谷汲地域 2,496（△�10） 1,201 1,295 1,076 （△� 1）
春日地域 655（△� 3） 310 345 367 （△� 2）
久瀬地域 643（△� 5） 301 342 327 （△� 1）
藤橋地域 131（△� 1） 65 66 87 （� 0）
坂内地域 240（△� 3） 105 135 146（� 0）

出生 6人 /死亡 32人 /転入等 81人 /転出等 118 人
〈令和 8年 4月 1日現在〉

Population人口

地　区 氏 　 名 年齢

北 方 １ 区 横 平 　 猛 86
北 方 １ 区 宮 脇 𠮷 子 96
北 新 町 棚 橋 敏 雄 78
中 町 小　川　美代子 91
前 島 宗 宮 一 枝 106

堀 髙 橋 　 博 94
溝 尻 衣 斐 勇 一 99
上 野 白 川 智 子 89
市 場 内 藤 正 男 86
和 田 窪 田 壽 生 91
坂 内 坂 本 前 川 孝 彰 78

令和８年３月届出分

5
月

窪田 絃希 くん（清水）
3歳のお誕生日おめでとう！
健康にすくすく育ってくれて
ありがとう。

高橋 佑月 ちゃん（谷汲）
歌とダンスが好きなゆづちゃん♡
５歳の誕生日おめでとう！
これからも笑顔いっぱい
元気に過ごそうね。

地　区 赤 ち ゃ ん お父さん お母さん

下 岡 島 遠
とお

山
やま

琴
こと

也
や

和 生 瑞 恵
白 樫 加

か
藤
とう

暖
はる

人
と

剛 司 マ ミ
東 津 汲 松

まつ
原
ばら

紗
さ
笑
わ

泰 浩 ゆかり

Okuyami死亡　おくやみ申し上げます

納め忘れのないように早めに納めましょう。また、口座振替で納付されている方は、
納期限前日までに預貯金残額の確認と入金をお願いします。

4月30日（木）	 固定資産税　１期分・全納
納期限納期限ののお知らせお知らせ

出生　お誕生おめでとう Birth

掲載行事については、
中止または延期になる場合があります。55月月のの主な行事主な行事

３日（日・祝）
子ども歌舞伎特別披露
⃝場　所　地域交流センター「はなもも」
⃝内　容　�いび祭り当番町（上新町）によ

る歌舞伎が上演されます。
㉄ 社会教育課　☎22-2111

4・5日（月・祝、火・祝）
いび祭り
⃝場　所　三輪神社周辺
⃝内　容　�子ども歌舞伎や神輿、屋台が楽

しめます。
㉄ 商工観光課　☎22-2111

29・30・31日（金・土・日）
いび花と緑のまつり
⃝場　所　地域交流センター「はなもも」
⃝内　容　�盆栽などが展示されます。

㉄ 商工観光課　☎22-2111

広報いびがわ広報いびがわ20262026年年44月月2525日発行　No. 日発行　No. 255255




